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特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
10
回
総
会

「
患
者
会
」は
歴
史
の
担
い
手

総
力
で
組
織
的
困
難
を
打
ち
破
ろ
う

定
刻
通
り
に
須
賀
理
事
（
虎
の
門
・
高
津
会
）
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
ま
し
た
。

司
会　

当
法
人
の
正
会
員
数
は
、
事
業

年
度
末
現
在
１
１
０
名
で
議
決
権
総
数

は
１
１
０
名
。
本
日
出
席
の
正
会
員
数

は
４１
名
、
委
任
状
３
名
、
書
面
評
決
数

３７
名
、
合
計
８１
名
で
す
。
よ
っ
て
、
本

日
は
正
会
員
数
及
び
議
決
権
総
数
の
い

ず
れ
も
過
半
数
は
出
席
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
定
款
２７
条
の
規
定
に
基
づ
き
本

総
会
は
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告

致
し
ま
す
。

＊
定
款
第
２７
条
参
照

総
会
は
正
会
員
総
数
の
２
分
の
１
条

の
出
席
が
無
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
。

○
総
会
参
加
者
内
訳
／
会
員
４１
名
、
理

事
他　

３１
名
、
合
計　

７２
名
。

○
参
加
役
員
内
訳
／
理
事
（
藤
田
、
小

野
、
戸
倉
、
岸
里
、
板
橋
、
梅
原
、
中

村
、
金
井
、
酒
井
、
坂
本
、
田
崎
、
清

水
、工
藤
、長
井
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
新

見
、
杉
崎
、
村
越
）
監
事
（
小
関
）

藤
田
会
長
挨
拶

本
日
は
お
休
み
中
の
と
こ
ろ
東
腎
協

総
会
に
御
来
臨
賜
り
ま
し
て
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
こ
こ
１
年
間
で
大
変
残
念
な

が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
の
ご

冥
福
を
祈
り
黙
祷
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
起
立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
全
員
起
立
し
て
黙
祷
）

さ
て
、
皆
様
も
御
承
知
の
と
お
り
、
透

析
治
療
を
取
り
囲
む
環
境
は
年
々
厳
し
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さ
を
増
し
て
お
り
、
東
腎
協
の
会
員
数

も
今
年
度
は
４
０
０
０
人
を
切
る
レ
ベ

ル
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
事
務
局
（
執
行
部
）
と
し
て

は
、
従
来
の
運
営
方
法
を
改
め
、
中
期

的
な
活
動
計
画
（
Ｔ
Ａ
Ｐ
３
）
を
た
て

て
、
皆
様
に
お
諮
り
し
た
う
え
で
会
の

立
て
直
し
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
会
員
数
の
維
持
、
増
加

を
ど
の
様
に
す
す
め
る
の
か
、
ま
た
財

政
の
赤
字
を
ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
、

社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動
を
ど
の
様

に
展
開
し
て
い
く
の
か
に
あ
り
ま
す
。

本
総
会
は
こ
の
中
期
計
画
の
初
年
度

に
当
た
り
ま
す
の
で
、
是
非
共
皆
様
の

活
発
な
ご
意
見
を
伺
い
、
建
設
的
な
議

論
を
す
す
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。（
拍
手
）

司
会　

た
だ
今
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

京
腎
臓
病
協
議
会
第
８
回
総
会
の
議
事

に
入
り
ま
す
。

議
長
選
出

司
会　

こ
こ
で
議
長
の
選
出
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
定
款
第
２６
条
に
「
総
会

の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
出
席
し
た
正

会
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
ど
な
た
か
立
候
補
さ
れ
る
方
は

お
り
ま
せ
ん
か
？
（
会
場
よ
り
一
任
の

声
）
そ
れ
で
は
、
正
会
員
で
理
事
の
梅

原
秀
孝
さ
ん
（
府
中
け
や
き
会
）
と
酒

井
豊
さ
ん
（
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友

会
）
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
（
会
場
よ
り
拍

手
で
確
認
）

議
長
（
梅
原
）
た
だ
今
、
司
会
者
か
ら

ご
使
命
を
頂
き
ま
し
た
「
府
中
け
や
き

会
」
の
梅
原
で
す
。
本
日
第
一
号
議
案

と
第
二
号
議
案
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

議
長
（
酒
井
）　

同
じ
く
議
長
に
選
ば

れ
た
、
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
の

酒
井
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議
長
（
梅
原
）　

議
事
に
入
る
前
に
、

定
款
３0
条
に
よ
り
本
総
会
の
議
事
の
結

果
を
記
録
し
、
確
認
さ
れ
る
方
を
二
名

選
任
し
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か

（
会
場
よ
り
一
任
の
声
）。
そ
れ
で
は
、

議
事
録
署
名
人
を
藤
田
吉
彦
会
長
と
糸

賀
久
夫
正
会
員
（
松
和
患
者
会
新
宿
南

口
支
部
）
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
会
場
よ
り
拍
手
）

議
長　

こ
れ
よ
り
審
議
に
入
り
ま
す
が
、

第
１0
回
総
会
議
案
書
審
議
事
項
に
従
い

議
事
を
進
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
第
一

号
議
案
は
３
件
あ
り
ま
す
が
、
一
括
し

て
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
号
議
案　

平
成
２６
年
度
事
業
報
告�

�

２
０
１
４
年
４
月
１
日
～
２
０
１
５
年
３
月
３１
日�

�

（
議
案
集
、
４
～
８
頁
参
照
）

１
・
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の

普
及
と
予
防
等
を
促
進
す
る

事
業

①「
第
３４
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

②
「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

事
業

③
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
発

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
を
行

い
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
腎
臓
病
の
意

識
啓
発
を
図
る
事
業

④
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す
る

東腎協藤田吉彦会長議長の梅原（左）、酒井（右）正会員

司会の須賀理事

事業報告する岸里事務局長
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正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進
す

る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る
事
業

〈
１
〉
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

〈
３
〉
青
年
部
活
動

〈
２
〉
会
員
拡
大
施
設
訪
問

２
・
腎
臓
病
患
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
の
相
談
事
業

３
・
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制

の
充
実
と
福
祉
の
向
上
を
図

る
事
業
行
政
委
員
会

（
１
）
都
庁
予
算
要
請

　
　
　
　
　

２
０
１
４
年
８
月
１9
日

（
２
）
都
議
会
政
党
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

２
０
１
４
年
９
月
４
日

４
・
関
連
す
る
他
団
体
と
の
協
同

事
業

①
「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対

策
の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

②
（
社
）
全
腎
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
に

協
力
及
び
協
力
金
を
出
し
、
不
特
定
多

数
の
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
つ
い
て
広

く
啓
蒙
活
動
を
行
う

③
東
難
連
（
難
病
１６
団
体
で
組
織
し
て

い
る
団
体
）

④
東
京
・
無
年
金
障
害
者
を
な
く
す
会

５
・
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事
業

６
・
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に

資
す
る
事
業

７
・
腎
臓
病
患
者
の
災
害
対
策
事

業
８
・
そ
の
他
の
事
業

平
成
２６
年
度
収
支
報
告
（
議
案
集
８
～
９
頁
参
照
）

平
成
２６
年
度
会
計
監
査
報
告
（
議
案
集
１１
頁
参
照
）

議
長　

た
だ
今
の
収
支
報
告
に
基
づ
き

ま
し
て
、
平
成
２６
年
度
の
監
査
報
告
を

小
関
監
事
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
関
監
事　

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で
の
会
計
及
び

業
務
の
監
査
を
行
い
、
次
の
通
り
報
告

い
た
し
ま
す
。

１
．
監
査
の
方
法
の
概
要

（
１
）
会
計
監
査
に
つ
い
て
帳
簿
並
び

に
関
係
書
類
の
閲
覧
等
、
必
要
と
思
わ

れ
る
監
査
手
続
き
を
用
い
て
、
計
算
書

類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。

（
２
）
監
査
業
務
に
つ
い
て
月
次
の
報

告
書
を
確
認
し
、
ま
た
理
事
等
か
ら
業

務
の
報
告
を
徴
収
し
、
関
係
書
類
の
閲

覧
等
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
き

を
用
い
て
、
業
務
の
執
行
の
妥
当
性
を

検
討
し
た
。

２
．
監
査
の
意
見

（
１
）
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
は

会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致
し
、
法

人
の
収
支
状
況
及
び
財
産
状
態
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

（
２
）
事
業
報
告
書
の
内
容
は
、
真
実

と
認
め
る
。

（
３
）
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不

正
行
為
、
又
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に

違
反
す
る
重
大
な
事
実
は
な
い
と
認
め

る
。

議
長　

以
上
で
第
１
号
議
案
の
報
告
が

終
了
し
ま
し
た
の
で
、
ご
質
問
、
ご
意

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

質
問　

加
々
美
俊
六
正
会
員
（
あ
け
ぼ

の
友
の
会
）

　

４
ペ
ー
ジ
の
事
業
報
告
で
、
全
腎
協

に
対
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
詳
し
く
教

え
て
欲
し
い
。
ま
た
、
会
費
の
徴
収
に

つ
い
て
で
す
が
、
患
者
会
で
は
東
腎
協
、

全
腎
協
一
括
で
５
４
０
０
円
集
め
て
い

ま
す
が
、
東
腎
協
か
ら
全
腎
協
へ
の
会

費
の
納
入
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

回
答　

小
野
副
会
長

全
腎
協
へ
の
会
費
は
１
８
０
０
円

監査報告する小関監事 収支報告する小野副会長

真剣に総会に参加する正会員
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（
全
国
共
通
）
で
、
４
月
～
９
月
、
１0

月
～
１２
月
、
１
月
～
２
月
と
３
回
に
分

け
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
の
支

払
い
は
、
当
該
年
度
の
会
員
数
を
最
終

調
整
し
て
、
合
計
約
７
４
０
万
位
払
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
腎
協
か
ら
は
機

関
誌
配
送
費
や
都
民
の
集
い
、
関
東
Ｂ

Ｋ
開
催
費
用
な
ど
８0
万
円
く
ら
い
の
助

成
が
あ
り
ま
す
。

全
国
的
活
動
で
は
、
厚
労
省
や
透
析

医
学
会
な
ど
の
活
動
、
緊
急
集
会
、
決

起
大
会
な
ど
の
活
動
を
機
関
誌
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
国
一
律

で
行
っ
て
い
る
活
動
で
す
。

議
長　

他
に
ご
質
問
は
あ
り
ま
す
か
。

ご
質
問
等
が
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
拍

手
を
も
っ
て
ご
確
認
し
ま
す
（
会
場
よ

り
拍
手
）。
第
１
号
議
案
は
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

第
２
号
議
案　

中
期
事
業
計
画
Ｔ
Ａ
Ｐ
３
（
案
）�

�
（
議
案
集
№
２
０
７　

５
～
６
頁
）

議
長　

中
期
事
業
計
画
（
案
）
を
、
板

橋
理
事
よ
り
報
告
願
い
ま
す
。

板
橋
理
事　

東
腎
協
事
務
局
で
広
報
委

員
会
並
び
に
総
務
委
員
会
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
板
橋
で
す
。第
２
号
議
案「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
東
腎
協
中
期
事
業
計
画
案
」
に
つ

い
て
議
案
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

中
期
計
画
の
概
要

こ
の
中
期
事
業
計
画
は
、
本
年
２
０

１
５
年
度
か
ら
２
０
１
７
年
度
ま
で
の

３
か
年
で
、
東
腎
協
理
念
に
基
づ
い
た

草
の
根
運
動
を
す
す
め
、「
安
定
し
た

会
員
４
０
０
０
名
」
体
制
を
構
築
す
る

た
め
の
会
員
増
強
計
画
と
、
東
腎
協
の

財
務
体
質
の
強
化
を
目
指
す
事
業
計
画

で
あ
り
ま
す
。

東
腎
協
を
取
り
巻
く
情
勢

東
腎
協
は
、
毎
年
会
員
拡
大
を
最
重

要
項
目
と
し
て
掲
げ
て
活
動
し
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
２
０
０
２
年
の
約
７
０

０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
、
過
去
１0
年
会
員

数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

昨
年
度
末
は
約
３
８
０
０
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
透
析
患
者
の

高
齢
化
、
助
成
制
度
の
確
立
に
伴
い
患

者
会
の
存
在
意
義
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
患
者
会
役
員
の
後
継
者
不

足
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
全
国
の

患
者
総
数
は
決
し
て
減
少
し
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
東
京
都
の
透
析
患
者
数
約
３

０
０
０
０
名
か
ら
見
て
も
、
東
腎
協
の

会
員
組
織
率
は
約
１３
％
で
、
私
た
ち
患

者
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
だ
ま
だ
大
き

い
と
言
え
ま
す
。

会
員
減
少
の
結
果
、
会
費
収
入
が
落

ち
込
み
、
先
ほ
ど
の
会
計
報
告
の
よ
う

に
、
東
腎
協
の
財
務
状
況
は
か
つ
て
な

い
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

賛
助
会
費
や
広
告
収
入
、
寄
付
金
で
何

と
か
財
政
を
保
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現

状
の
ま
ま
で
は
近
い
将
来
さ
ら
に
財
政

危
機
を
招
く
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

４
０
０
０
名
の
会
員
を
目
指
し
て

（
会
員
増
強
）

以
上
の
よ
う
な
組
織
的
状
況
の
中
で
、

向
こ
う
三
か
年
で
東
腎
協
の
組
織
を
財

政
的
に
も
、
運
動
的
に
も
一
定
の
安
定

で
あ
る
会
員
４
０
０
０
名
以
上
を
目
指

そ
う
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
患
者
会
は
、
毎
年
５
～
１0
％

の
会
員
さ
ん
が
、
亡
く
な
っ
た
り
転
院

し
た
り
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
従
い

ま
し
て
、
安
定
し
た
４
０
０
０
名
会
員

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
各
患
者
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
会
員
現
勢
の
２0
％
増
を
目
指

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て

は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
正
会
員
会
議
に
て
、

「
全
未
加
入
患
者
へ
の
入
会
の
訴
え
」

や
「
諸
行
事
へ
の
お
誘
い
」、「
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
個
人
会
員
と
の
連
携
」、「
ブ
ロ

ッ
ク
内
未
組
織
施
設
へ
の
訴
え
」
な
ど

会
員
拡
大
計
画
を
具
体
化
し
、
目
標
を

明
確
に
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
を
強
化
し
よ
う

（
行
政
・
政
策
）

次
に
東
腎
協
の
政
策
に
つ
い
て
で
す
。

我
々
患
者
会
の
活
動
理
念
は
、
①
「
透

析
患
者
の
医
療
福
祉
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
」
②
社
会
貢
献
活
動
推
進
し
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
対
策
の
啓
発
運
動
、
地
域
医
療
連

携
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
人
工
透
析

患
者
の
減
少
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

恒
例
に
な
り
ま
し
た「
都
民
の
集
い
」

や
「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど

も
、
従
来
の
実
績
の
上
に
立
っ
て
「
高

齢
者
問
題
」「
合
併
症
」
な
ど
新
た
な

活
動
の
方
向
を
目
指
し
ま
す
。

「
国
会
請
願
署
名
」
運
動
は
、
昨
年

度
実
績
は
先
ほ
ど
の
報
告
の
よ
う
に
、

１
５
０
０
０
筆
弱
で
し
た
が
、
２
０
０

３
年
に
は
４
２
０
０
０
筆
を
超
え
る
署

名
活
動
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
透
析
医

療
助
成
制
度
が
、
今
日
、
維
持
守
ら
れ

て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
国
会
請
願
署

名
活
動
と
国
会
議
員
、
東
京
都
、
都
議

会
各
政
党
へ
の
粘
り
強
い
要
請
運
動
の

成
果
で
す
。
こ
の
国
会
請
願
署
名
活
動

は
患
者
会
運
動
の
柱
で
す
。
も
う
一
度
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大
き
な
取
り
組
み
に
し
て
行
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
年
１
月
２７
日
、
参
議
院
議
員
会
館

で
「
１
・
２７
腎
臓
病
患
者
の
医
療
・
生

活
の
崩
壊
を
食
い
止
め
る
緊
急
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
集
会�

は
、
政
府
が
超
高
齢
化
社
会
に
な
る
２

０
２
５
年
に
向
け
て
、
飛
躍
的
に
増
大

す
る
で
あ
ろ
う
医
療
費
や
介
護
費
を
抑

制
す
る
た
め
、
社
会
保
障
制
度
の
見
直

し
と
称
し
て

①
入
院
食
事
代
の
患
者
負
担
引
き
上
げ
、

入
院
ベ
ッ
ド
数
の
大
幅
削
減
を
し
、
長

期
入
院
を
難
し
く
し
て
、
入
院
医
療
か

ら
在
宅
医
療
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
。

②
障
害
年
金
の
年
金
基
準
を
見
直
し
て
、

透
析
患
者
は
２
級
か
ら
３
級
に
引
き
下

げ
、
年
金
を
支
給
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

③
介
護
認
定
を
厳
し
く
し
て
、
特
養
施

設
へ
の
入
所
を
要
介
護
３
以
上
に
し
、

施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
比
重
を
移

す
こ
と
。

と
い
う
政
府
の
狙
い
に
反
対
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

結
果
的
に
入
院
食
事
代
は
、
現
行
１

日
２
６
０
円
か
ら
４
６
０
円
に
段
階
的

に
２
年
が
か
り
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
が
、
我
々
患
者
会
の
運

動
が
弱
体
化
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
社
会

保
障
制
度
の
改
悪
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

組
織
を
見
直
し
効
率
化
の
推
進
を

次
に
東
腎
協
組
織
を
見
直
し
、
効
率

的
な
組
織
に
改
善
し
て
い
く
課
題
で
す
。

先
ほ
ど
報
告
し
た
よ
う
に
、
東
腎
協

の
財
政
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
事
務
局
人
件
費
を
含
む
固
定
費
も

徹
底
的
に
見
直
し
削
減
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
発
送
業
務
等
も
業
者
任
せ
で

な
く
、
役
員
、
会
員
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
無
駄
な
経
費
を
極
力
削
減
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
理
事
会
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
会
議
は
、
行
政
、
広
報
、
災
害
、
地

域
腎
友
会
の
各
委
員
会
の
活
動
を
、
日

常
的
に
点
検
・
総
括
し
、
諸
問
題
を
検

討
す
る
た
め
の
総
務
委
員
会
を
常
設
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
諸
運
動

の
中
心
は
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、

こ
こ
に
お
ら
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
役
員

と
正
会
員
さ
ん
の
お
力
添
え
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
会
、
大
会
の
在
り
方
も
、
全
会
員

に
東
腎
協
の
現
状
、
活
動
を
理
解
し
て

頂
け
る
よ
う
、
今
回
の
総
会
議
案
書
も

分
か
り
や
す
い
内
容
に
改
善
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
は
会
員
交
流
の
最
大
の
場

で
あ
り
、
大
会
の
成
功
で
患
者
会
、
東

腎
協
全
体
の
活
性
化
に
連
動
す
る
よ
う

企
画
・
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

東
腎
協
の
活
動
を
広
く
知
ら
せ
る
活
動

（
広
報
活
動
）

次
に
広
報
活
動
で
す
。
機
関
誌
「
と

う
じ
ん
き
ょ
う
」
は
編
集
内
容
の
充
実

を
め
ざ
し
て
、
幅
広
く
会
内
か
ら
人
材

を
募
集
し
定
期
発
行
を
目
指
し
ま
す
。

と
り
わ
け
、
患
者
会
情
報
の
よ
り
多
く

の
掲
載
を
目
指
し
て
、「
私
た
ち
の
患

者
会
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
応
募
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
患
者
会
活
性
化

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
賛
助
会
員
や
広
告
収
入
の
拡
大
を

目
指
し
て
、
健
全
財
政
の
柱
と
し
て
位

置
付
け
て
い
き
ま
す
。

以
上
が
「
中
期
事
業
計
画
」
の
概
要

で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
議
案
提
案
の
結
び
に
代
え
て
、

１
９
９
４
年
８
月
に
行
わ
れ
た
、
全
腎

協
社
団
法
人
設
立
総
会
の
決
議
文
の
一

部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

全
腎
協
設
立
総
会
の
決
議
文（
抜
粋
）

「（
中
略
）
私
た
ち
は
、
運
動
に
よ

っ
て
透
析
医
療
費
の
公
費
負
担
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
運
動
に
よ
っ

て
人
工
腎
臓
の
増
設
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
運
動
に
よ
っ
て
、
だ
れ

で
も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
透
析
治
療
が

受
け
ら
れ
る
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
「
こ
の
苦
し
み
を
、
私
た
ち
だ

け
で
も
う
た
く
さ
ん
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
腎
臓
病
で
苦
し
む
人
々
を
少
し
で

も
減
ら
し
た
い
と「
腎
疾
患
総
合
対
策
」

を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。（
中

略
）
私
た
ち
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
社
会
保
障
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
充
実
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
人
の
愛
が
必
要
で
あ
り
、
優
し

さ
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
政
治

の
役
割
が
不
可
欠
で
す
。
私
た
ち
は
社

会
か
ら
、
家
族
か
ら
多
く
の
人
々
か
ら

た
く
さ
ん
の
手
と
愛
と
優
し
さ
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
腎
臓
病
に

苦
し
む
人
び
と
に
、
そ
の
家
族
に
、
あ

る
い
は
腎
臓
病
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

人
々
に
、
難
病
や
慢
性
疾
患
で
苦
し
む

人
々
に
、
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
々
に
役
立
つ
存
在
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。」

「中期事業計画」を発表する
板橋理事
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以
上
、
こ
の
よ
う
に
、
決
議
文
は
高

ら
か
に
宣
言
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

１
９
７
２
年
１１
月
に
東
腎
協
が
設
立

さ
れ
て
以
来
４３
年
間
、
こ
う
し
た
命
を

懸
け
て
患
者
会
を
設
立
し
、
闘
い
を
通

じ
て
医
療
の
諸
制
度
を
確
立
し
て
き
た

先
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
今

日
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
透
析
が
受
け
ら

れ
、
生
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
先
人
の
血
と
汗
と
涙
の

結
晶
で
あ
る
「
患
者
会
」
を
決
し
て
無

く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

歴
史
の
担
い
手
と
し
て
、
何
と
し
て
も

「
安
定
し
た
４
０
０
０
名
会
員
」
の
東

腎
協
を
め
ざ
し
て
、
全
会
員
、
全
患
者

会
の
総
力
で
、
今
日
の
組
織
的
困
難
を

打
ち
破
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

以
上
を
持
っ
て
、
第
２
号
議
案
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
東
腎
協
中
期
事
業
計
画
」
の
議
案

提
案
と
い
た
し
ま
す
。

議
長　

第
２
号
議
案
と
し
て
板
橋
理
事

か
ら
力
強
い
「
中
期
事
業
計
画
（
案
）」

の
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
２７
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
藤
田
会
長
よ
り
提
案
願
い
ま

す
。

平
成
２７
年
度
事
業
計
画
（
議
案
集
７
ペ
ー
ジ
）

藤
田　

た
だ
い
ま
の「
中
期
事
業
計
画
」

の
初
年
度
に
な
り
ま
す
、
平
成
２７
年
度

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
方
針

事
業
方
針
の
第
一
は
会
員
４
０
０
０

名
体
制
の
基
礎
固
め
を
行
う
こ
と
で�

す
。
第
二
は
会
員
減
に
伴
う
財
政
赤
字

幅
を
削
減
す
る
こ
と
。
第
三
に
は
行
政

と
の
連
携
を
進
め
、
社
会
貢
献
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
で
す
。

１
．
拡
大
推
進
月
間

で
は
、
具
体
的
に
ど
う
や
る
か
。
４

０
０
０
名
体
制
の
確
立
に
は
、
正
会
員

の
皆
様
や
患
者
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
既
存
の
患
者

会
の
な
か
で
は
、
ベ
ッ
ド
の
両
サ
イ
ド

の
仲
間
に
声
掛
け
が
大
切
で
す
。
今
年

度
と
し
て
は
、
来
年
の
１
～
３
月
を
全

都
一
斉
に
「
拡
大
推
進
月
間
」
と
し
、

今
か
ら
そ
の
準
備
の
た
め
の
行
動
を
す

る
こ
と
で
す
。
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

患
者
会
は
表
彰
や
褒
賞
を
用
意
し
ま
す
。

東
京
に
は
約
４
０
０
の
施
設
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約
１
２
０
施
設

し
か
患
者
会
が
有
り
ま
せ
ん
。
毎
年
努

力
は
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
結
果
と
し

て
は
現
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
３
０
０

近
い
施
設
に
は
、
皆
様
の
情
報
を
基
に

し
て
東
腎
協
本
部
で
特
別
な
体
制
を
と

っ
て
当
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
会
員
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
独
自
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
し

て
頂
い
て
組
織
的
な
活
動
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
活
動

東
腎
協
の
組
織
活
動
の
基
本
は
ブ
ロ

ッ
ク
で
す
。
定
期
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
会

議
な
ど
通
じ
て
、
情
報
を
集
約
し
な
が

ら
協
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

中
期
事
業
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

会
員
拡
大
に
つ
い
て
は
２
５
０
人
を
拡

大
し
、
期
末
会
員
３
９
０
０
名
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

財
政
目
標
も
若
干
の
赤
字
で
は
あ
り
ま

す
が
、
限
り
な
く
赤
字
解
消
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。

２
．
社
会
貢
献
活
動

重
点
施
策
の
二
番
目
は
社
会
貢
献
活

動
で
す
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
と
し
て
、
東

京
都
や
国
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、

「
都
民
の
集
い
」
や
「
臓
器
移
植
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
上
野
と
多
摩
地
区
（
井

の
頭
公
園
）
で
開
催
す
る
な
ど
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
国
会
請

願
活
動
は
、
再
度
大
き
な
盛
り
上
が
り

に
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

３
．
業
務
体
制
の
効
率
化

三
番
目
の
重
点
施
策
は
事
務
局
の
業

務
体
制
の
効
率
化
を
め
ざ
し
、
理
事
会

の
運
営
も
隔
月
に
し
て
、
行
動
時
間
を

多
く
し
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
経
費
の

見
直
し
は
じ
め
と
し
た
諸
経
費
の
見
直

し
を
し
て
い
き
ま
す
。

４
．
広
報
活
動

広
報
活
動
で
は
、
４
０
０
０
名
会
員

の
組
織
と
し
て
、
広
告
収
入
、
賛
助
会

員
、
寄
付
金
な
ど
収
入
を
目
標
化
し
て

健
全
財
政
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
て
必

要
な
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

以
上
、
今
年
度
は
４
つ
の
柱
を
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
４
０
０
０
名

体
制
を
構
築
す
る
中
期
事
業
計
画
の
一

年
目
と
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
の

み
な
さ
ん
、
理
事
会
の
み
な
さ
ん
の
努

力
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の�

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
２７
年
度
事
業
会
計
予
算
（
案
）（
議
案
集
№
２
０
７
参
照
）

議
長　

平
成
２７
年
度
事
業
会
計
予
算

（
案
）
を
小
野
財
務
担
当
副
会
長
よ
り

報
告
願
い
ま
す
。

小
野　

予
算
編
成
は
、
例
年
１0
月
に
理
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事
会
の
中
に
予
算
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

１0
、
１１
月
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
今
年
度
、

来
年
度
の
予
算
見
通
し
を
立
て
ま
す
。

さ
ら
に
委
員
会
、
事
務
局
の
今
年
度
予

算
、
来
年
度
予
算
の
見
通
し
を
立
て
て

い
ま
す
。（
議
案
集
１0
ペ
ー
ジ
参
照
）

議
長　

以
上
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
、

ご
意
見
ご
質
問
を
伺
い
ま
す
。

質
問　

糸
賀
正
会
員
（
松
和
患
者
会
新

宿
南
口
支
部
）

１0
年
近
く
会
員
が
減
り
続
け
て
い
る

の
は
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
各
患
者

会
は
、
皆
さ
ん
苦
労
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
役
員
の
成
り
手
が
い
な
か
っ
た

り
、
有
力
な
会
員
さ
ん
が
転
院
し
て
し

ま
っ
た
り
と
。
そ
こ
で
、
中
期
事
業
計

画
で
す
が
、
具
体
的
な
手
法
が
分
か
り

ま
せ
ん
。
草
の
根
運
動
と
言
い
ま
す
が

言
葉
で
は
簡
単
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
行
っ
て
い
く
の
か
。

来
年
１
月
～
３
月
に
「
拡
大
推
進
強

化
月
間
」
を
設
け
る
と
言
う
が
、
な
ぜ

来
年
な
の
か
、
総
会
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ

行
動
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

役
員
体
制
に
つ
い
て
で
す
が
、
理
事

会
を
隔
月
開
催
に
す
る
と
い
う
の
は
、

理
事
会
軽
視
で
は
な
い
の
か
。
理
事
会

は
総
会
に
次
ぐ
決
議
機
関
で
す
の
で
も

っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
総
務
委
員

会
の
役
割
が
分
か
ら
な
い
。
理
事
会
と

委
員
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
が
機
能
的
に
動
け

ば
総
務
委
員
会
は
必
要
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

最
後
に
、
歴
史
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。
歴
史
の
教
訓
か
ら
学
び
次
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
の

か
。

回
答　

藤
田　

草
の
根
運
動
と
は
、
ま

ず
自
分
の
ベ
ッ
ド
の
隣
の
人
か
ら
声
を

か
け
よ
う
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ

て
行
こ
う
と
い
う
事
で
す
。
次
に
「
拡

大
強
化
月
間
」
を
来
年
か
ら
で
は
遅
い

の
で
は
と
い
う
質
問
で
す
が
、
当
然
活

動
は
今
か
ら
や
っ
て
い
き
、
刈
取
り
を

集
中
し
て
来
年
１
～
３
月
に
や
ろ
う
と

い
う
事
で
す
。
社
会
貢
献
活
動
は
、
か

つ
て
の
よ
う
に
行
政
に
対
し
て
予
算
要

請
し
て
行
く
よ
う
な
情
勢
で
は
な
い
、

高
齢
化
問
題
、
送
迎
通
院
介
助
の
問
題
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
、
臓
器
移
植
問
題
、
災
害
対
策

の
問
題
な
ど
幅
広
い
要
求
を
し
て
行
こ

う
と
い
う
事
で
す
。

体
制
問
題
で
は
、
事
務
局
も
理
事
会

も
数
・
質
両
面
の
問
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
本
来
な
ら
ば
事
務
局
と
理
事
会

と
頻
繁
に
政
策
討
議
を
し
て
行
け
ば
い

い
の
で
す
が
、
理
事
の
皆
さ
ん
に
は
、

患
者
会
の
活
動
を
中
心
に
拡
大
を
進
め

て
い
く
と
い
う
大
き
な
任
務
が
あ
り
ま

す
。
理
事
会
で
は
議
題
を
良
く
討
議
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
総
務
委
員
会
で
議

題
を
整
理
し
、
質
の
高
い
議
論
を
し
て

も
ら
う
た
め
の
準
備
の
場
で
す
。

意
見　

徳
永
正
会
員
（
立
川
希
望
会
）

今
ま
で
の
報
告
を
聞
い
て
、
執
行
部
が

大
変
ご
苦
労
な
さ
っ
て
る
と
言
う
状
況

が
分
か
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
先
ほ
ど

の
「
中
期
事
業
計
画
」、感
動
し
ま
し
た
。

東
腎
協
の
危
機
意
識
の
中
で
、
国
の
動

向
な
ど
も
踏
ま
え
、
原
点
に
立
ち
戻
っ

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
報
告
が
、
私
の
胸

に
響
き
ま
し
た
。
通
り
一
遍
な
文
書
で

な
く
、
具
体
的
な
内
容
で
「
中
期
事
業

計
画
」
を
報
告
い
た
だ
け
れ
ば
、
患
者

会
に
帰
っ
て
も
み
な
さ
ん
に
訴
え
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

回
答　

板
橋
理
事　

皆
様
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
て
、
広
報
委
員
会
と
し
て
は
、

「
拡
大
推
進
速
報
ニ
ュ
ー
ス
」
を
隔
月

ぐ
ら
い
を
目
途
に
発
行
し
よ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
患
者
会
で
の
拡

大
推
進
活
動
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
、

苦
労
し
た
事
例
、
成
功
し
た
事
例
な
ど

を
速
報
と
し
て
お
返
し
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

質
問　

加
々
美
正
会
員
（
あ
け
ぼ
の
友

糸賀正会員

徳永正会員山崎正会員

髙山正会員
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の
会
）
事
務
局
家
賃
で
す
が
、
昨
年
よ

り
下
が
っ
て
い
る
が
安
く
な
っ
た
の

か
？

回
答　

小
野
理
事　

昨
年
度
は
家
賃
の

更
新
が
あ
り
ま
し
て
、
１
カ
月
分
の
家

賃
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
、
今

年
度
値
下
が
り
し
て
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

意
見　

山
崎
正
会
員
（
東
海
病
院
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
４
０
０
０
人
体
制
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
や
り
方
で
は

効
果
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
東
腎

協
が
弱
体
化
す
れ
ば
皆
さ
ん
の
生
活
は

無
く
な
る
よ
」
く
ら
い
の
少
し
脅
迫
的

な
訴
え
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

加
々
美
正
会
員
（
あ
け
ぼ
の
友

の
会
）
私
た
ち
の
患
者
会
で
は
、
役
員

の
成
り
手
が
な
く
悩
ん
で
い
る
。
他
の

患
者
会
は
ど
う
や
っ
て
役
員
を
選
ん
で

い
る
の
か
。「
嫌
々
や
ら
さ
れ
て
い
る

の
か
」「
積
極
的
に
や
っ
て
い
る
の
か
」、

役
員
の
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
役
員

の
教
育
、
結
束
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

患
者
会
活
動
の
細
か
い
事
例
を
広
報
で

発
表
し
て
頂
き
た
い
。

意
見　

高
山
正
会
員（
す
ず
ら
ん
の
会
）

４0
数
年
前
は
目
標
を
立
て
て
活
動
し
た
。

目
標
を
持
っ
て
、
活
動
し
な
い
と
会
員

は
増
え
な
い
の
で
す
。
通
院
送
迎
も
考

え
て
ほ
し
い
。

議
長　

以
上
、
ご
異
議
が
な
け
れ
ば
採

決
に
入
り
ま
す
。（
会
場
よ
り
拍
手
）

第
２
号
議
案
は
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案　
　

平
成
２７
年
度
新
役
員

議
長　

議
長
交
代
し
ま
す
。
本
年
度
は

理
事
の
改
選
期
で
あ
り
ま
す
。
平
成
２７

年
度
新
役
員
と
退
任
さ
れ
る
役
員
の
提

案
を
長
井
理
事
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○
平
成
２６
年
度
退
任
理
事
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

理
事　

飯
箸
孝
太
郎
（
ネ
ク
ス
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
）

理
事　

石
井
虎
二
（
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ

ク
）

理
事　

宿
野
部
武
志
（
腎
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
世
田
谷
友
の
会
）

理
事　

古
木
直
之
（
鶴
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

腎
友
会
）

理
事　

吉
澤
正
雄
（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ

ク
友
の
会
・
船
堀
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

桃
田
数
重
（
中
野
共

立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会
）

相
談
役　

森
義
昭
（
虎
の
門
・
高
津
会
）

相
談
役　

木
下
久
吉
（
あ
け
ぼ
の
友
の

会
）

○
平
成
２７
年
度
新
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

新
見
範
彦　

（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
）

杉
崎
憲
三
郎
（
望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク

友
の
会
）

村
越
京
子
（
八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
桑
の
実
会
」）

遠
藤
博
迪
（
す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患

者
会
・
い
ず
み
）

○
平
成
２７
年
度
新
執
行
部
は
９
ペ
ー
ジ

に
掲
載

木
下
相
談
役　

退
任
役
員
を
代
表
し
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
東
腎

協
は
大
変
な
時
期
を
迎
え
る
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
透
析
患
者
は
減
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
想
定
し
て
、
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
社
会
の
構
造

・
変
化
に
対
応
で
き
る
東
腎
協
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長　

以
上
、
第
３
号
議
案
に
ご
異
議

が
な
け
れ
ば
採
決
に
入
り
ま
す
（
拍
手

よ
り
採
決
）

第
３
号
議
案
は
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
以

上
で
、
本
総
会
の
全
て
の
議
事
が
終
わ

り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
議
長
を
解
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
拍
手
）

戸
倉　

昨
年
の
総
会
で
ご
提
案
し
た
よ

う
に
、「
災
害
名
簿
」
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
本
日
現
在
、
１
０
９
患
者
会
の

う
ち
７0
患
者
会
が
名
簿
作
成
、
会
員
数

１
７
７
２
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以

上
報
告
致
し
ま
す
。

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
１0
回
総
会
を
終

了
い
た
し
ま
す
。

加々美正会員

2015年度東腎協執行部の皆さん
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● 　

理　事
中南部ブロック長

須賀　春美
（中南部ブロック）

理　事

吉田　芳子
（多摩ブロック）

副会長
地域腎友会委員長
災害対策委員長

戸倉　振一
（東部ブロック）

理　事
全腎協理事

榊原　靖夫
（北部ブロック）

理　事
東部ブロック長

中村　　博
（東部ブロック）

副会長
予算委員長

小野　　誠
（多摩ブロック）

理　事
北部ブロック長
行政担当委員長

坂本　悦男
（北部ブロック）

理　事
全腎協社員代表

酒井　　豊
（東部ブロック）

理　事

長井久美子
（中南部ブロック）

理　事

田崎　　勲
（東部ブロック）

理　事

關戸　千尋
（北部ブロック）

理　事

工藤　育夫
（北部ブロック）

理　事

清水　陽介
（多摩ブロック）

事務局次長
広報委員長
総務委員長

板橋　俊司
（多摩ブロック）

理　事

齊藤　和巳
（多摩ブロック）

会　長

藤田　吉彦
（中南部ブロック）

事務局長

岸里　　悟
（東部ブロック）

理　事

金井　信憲
（東部ブロック）

理　事
多摩ブロック長

梅原　秀孝
（多摩ブロック）

２01５年度

東腎協
執行部

（ 役　職
氏　名
ブロック）

２0１5年 ６ 月１４日現在
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突
然
の
宣
告
で 

人
生
は
あ
き
ら
め
る
か
？

私
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
、
誰
し
も

が『
あ
な
た
の
腎
臓
は
も
う
限
界
で
す
』

と
言
わ
れ
た
と
き
を
思
い
出
す
と
今
で

も
絶
望
感
の
怖
さ
で
身
震
い
が
し
ま
す
。

１
９
９
４
年
の
会
社
の
健
康
診
断
で

尿
た
ん
ぱ
く
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
以
前

の
数
年
間
前
か
ら
同
じ
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
都
度
「
あ
ま
り
異
常

を
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
判
断
で
、
5３

歳
の
一
番
働
き
盛
り
で
「
疲
れ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
私

自
身
も
腎
臓
病
に
つ
い
て
は
全
く
の
無

知
で
、
専
門
医
と
し
て
順
天
堂
本
院
の

腎
臓
内
科
を
紹
介
い
た
だ
き
、
先
生
の

診
察
結
果
は
「
３0
％
し
か
機
能
し
て
い

ま
せ
ん
ね
。
数
年
の
う
ち
に
は
透
析
導

入
に
な
り
ま
す
よ
」
と
宣
告
さ
れ
た
と

き
は
う
ろ
た
え
る
ば
か
り
で
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
一
番
大
事
な

時
、
し
か
も
人
生
の
大
輪
を
咲
か
そ
う

と
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
、
何
日
間

も
打
ち
ひ
し
が
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

腹
膜
透
析
で
９
年
間
の 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

１
９
９
８
年
１１
月
に
腹
膜
透
析
（
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｄ
）
を
開
始
し
、
5７
歳
か
ら
６６
歳

ま
で
の
９
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。
つ
く

ば
、
松
山
、
豊
橋
、
浜
松
、
韮
崎
へ
の

１5
年
間
に
亘
る
単
身
赴
任
に
も
耐
え
ら

れ
、
透
析
液
持
参
で
の
海
外
出
張
も
出

来
た
の
は
腹
膜
透
析
の
お
陰
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
０
７
年
腹
膜
機
能
の

低
下
と
共
に
血
液
透
析
に
移
行
し
、
そ

れ
ま
で
の
腹
膜
透
析
で
の
生
活
の
制
限

の
な
さ
に
比
べ
て
、
血
液
透
析
の
制
限

の
厳
し
さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
８
年
が
経

ち
ま
し
た
。

東
腎
協
へ
の
参
加
は
２
０
０
８
年
３

月
に
そ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
順
天

堂
本
院
か
ら
松
和
会
望
星
田
無
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
転
院
し
た
時
か
ら
で
す
。
す
で

に
患
者
会
は
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
東

腎
協
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
の
で

何
の
違
和
感
も
な
く
入
会
し
ま
し
た
。

ど
の
患
者
会
と
同
様
に
高
齢
化
と
と
も

に
患
者
の
入
会
者
の
減
少
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
私
達
の
患
者
会
と
し
て
の
ス

タ
ン
ス
は
『
私
達
透
析
患
者
は
少
な
く

と
も
生
涯
治
療
と
し
て
現
在
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
透
析
治
療
を
お
願
い
し
て
い
て

良
か
っ
た
と
の
思
い
を
今
後
共
に
共
有

し
た
い
』。
そ
の
た
め
に
患
者
会
自
体

も
患
者
代
表
の
意
識
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
共
に
透
析
環
境
の

改
善
に
注
視
し
て
建
設
的
な
意
見
を
提

起
す
る
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
大
き
な
目
標
に
感
謝

ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の
先
生
、
看
護
師
、

技
士
、
事
務
責
任
者
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
、
栄
養
士
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
も

負
け
な
い
と
自
負
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
東
腎
協
執
行
部
の
方
々
と
の
出

会
い
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
ま
た
一

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
の
希
望
が
出
来

て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

透
析
１７
年
（
７４
歳
）

松
和
会
望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

患
者
代
表
の
意
識
で
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

透
析
医
療
環
境
の
改
善
を
目
指
そ
う

杉
崎
憲
三
郎
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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小
池
会
で
は
毎
年
１
、
２
回
、
小
池

内
科
や
主
に
日
大
病
院
の
先
生
を
御
招

き
し
、
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
４
月
１８
日
（
日
）
午
後
５

時
３0
分
か
ら
２
時
間
、四
谷
駅
前
の「
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
の
会
議
室
で
軽

食
を
取
り
つ
つ
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
日
大
病
院
循
環
器
科
で
透

析
室
室
長
の
原
澤
信
介
先
生
に
お
願
い

し
、
小
池
先
生
や
東
腎
協
坂
本
、
工
藤

理
事
、
さ
ら
に
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会

会
長
山
崎
弘
氏
の
ご
出
席
を
賜
り
、
夫

婦
参
加
の
方
々
を
交
え
、
総
勢
１３
名
の

賑
や
か
な
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
テ
ー
マ
は
、「
最
新
の
透

析
医
療
と
糖
尿
病
」
で
、
映
像
を
交
え

た
お
話
し
と
患
者
側
か
ら
の
心
配
事
な

ど
の
相
談
が
多
数
あ
っ
て
、
病
気
や
治

療
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

れ
。
総
勢
３5
名
。
出
発
と
同
時
に
用
意

し
た
少
々
の
菓
子
と
飲
料
（
ア
ル
コ
ー

ル
も
含
む
）
を
バ
ス
の
中
で
配
り
、
首

都
高
か
ら
東
名
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
走
っ

て
行
き
ま
し
た
。

連
休
が
終
わ
っ
た
後
の
日
曜
日
と
い

う
こ
と
で
、
道
路
は
渋
滞
も
な
く
流
れ

予
定
よ
り
も
早
く
昼
食
会
場
に
到
着
。

「
海
鮮
浜
焼
き
」
は
、
店
内
備
え
の
卓

上
の
コ
ン
ロ
１
台
を
四
人
が
使
用
し
て
、

用
意
さ
れ
た
サ
ザ
エ
、
ハ
マ
グ
リ
そ
の

他
海
の
幸
を
勝
手
気
ま
ま
に
焼
い
て
食

べ
る
も
の
で
す
。
許
さ
れ
た
時
間
が
６0

分
と
言
う
こ
と
な
の
で
、
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
は
残
念
な
が
ら
落
ち
着
い
て
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
サ
ザ
エ
を
目
の

前
で
焼
い
て
好
き
な
だ
け
食
べ
て
良
い

の
で
す
か
ら
皆
様
結
構
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
が
、
こ
の
サ
ザ
エ
、
焼

け
具
合
や
フ
タ
の
は
ず
し
方
に
コ
ツ
が

あ
り
、
店
の
方
の
説
明
通
り
に
な
か
な

か
上
手
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。
サ
ザ
エ
は
ま

ず
フ
タ
を
下
に
し
て
火
に
か
け
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
ひ
っ
く
り
返
し
火
に
か

け
て
い
る
と
中
か
ら
煮
汁
が
あ
が
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
煮
汁
が
出
て
き
た
ら
焼

け
た
状
態
な
の
で
ト
ン
グ
で
サ
ザ
エ
を

お
ろ
し
、
次
に
ト
ン
グ
の
先
を
サ
ザ
エ

の
口
に
入
れ
フ
タ
と
身
を
把
か
み
、
ク

昨
年
は
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
で
あ

っ
た
の
で
、今
年
は
「
い
ち
ご
狩
り
」
を

テ
ー
マ
に
、昼
食
を
「
海
鮮
浜
焼
き
」
と

言
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
し
て
み
ま
し
た
。

五
月
十
日
（
日
）
伊
豆
の
三
津
浜
に

向
か
い
八
時
に
練
馬
地
区
を
出
発
。
日

頃
の
皆
様
の
精
進
の
賜
物
で
天
気
は
晴

ル
リ
と
ま
わ
し
な
が
ら
身
を
引
き
出
し

ま
す
。
店
の
人
は
上
手
に
や
り
ま
す
が

我
々
は
フ
タ
と
身
を
ト
ン
グ
で
挟
む
こ

と
す
ら
難
し
い
も
の
で
す
。
又
サ
ザ
エ

が
焼
け
な
い
と
身
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

と
言
う
と
こ
で
あ
っ
と
言
う
間
に
６0

分
が
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
食
事

よ
り
も
サ
ザ
エ
と
の
戦
い
、
と
言
う
感

じ
で
、
ビ
ー
ル
も
飲
ん
だ
気
が
全
く
し

な
い
よ
う
な
有
様
で
し
た
。

食
事
後
に
４0
分
の
駿
河
湾
ク
ル
ー
ズ
、

で
通
常
な
ら
ば
カ
モ
メ
が
船
の
周
囲
に

群
が
り
、
エ
サ
を
求
め
る
は
ず
だ
っ
た

の
で
す
が
、
鳥
も
昼
食
後
の
休
憩
に
入

っ
た
の
か
、
ほ
ん
の
挨
拶
程
度
し
か
来

ず
、
カ
モ
メ
よ
り
も
ト
ン
ビ
の
方
が
来

る
状
態
で
、
と
ん
だ
肩
透
か
し
で
あ
り

ま
し
た
。

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会

春
の
旅
行

坂
本
悦
男

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

勉
強
会
「
最
新
の
透
析
医
療

と
糖
尿
病
」

藤
田
吉
彦

（
小
池
会
）

東海病院ひまわり会春の旅行

（上）熱心に話を
　　聞く参加者

（右）講師の原澤
　　信介先生
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フ
の
方
々
に
感
謝
し
、
来
年
の
旅
行
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
今
年
の
春
の
旅
行
は

終
了
し
ま
し
た
。

「
い
ち
ご
狩
り
」
は
３0
分
が
時
間
な

の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
ハ
ウ
ス

の
中
の
温
度
に
負
け
、
カ
リ
ウ
ム
の
増

加
も
考
え
、
早
々
に
外
の
空
気
を
吸
い

に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ち
ご
狩
り

は
も
う
少
し
寒
い
時
期
の
方
が
良
い
と

反
省
い
た
し
ま
し
た
。

と
は
言
え
、
週
３
回
と
言
う
透
析
生

活
の
中
で
の
日
常
が
、
バ
ス
旅
行
と
言

う
事
で
変
化
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。帰

路
は
事
故
渋
滞
に
会
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
帰
着
は
一
時
間
遅
れ
で
済

み
、
全
員
何
事
も
な
く
、
用
意
し
た
車

椅
子
も
使
う
事
も
な
く
解
散
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
回
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
江
本
院
長
先
生
は
じ
め
ス
タ
ッ

い
つ
も
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
記

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
さ
て
過

日
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

の
で
報
告
致
し
ま
す
。

患
者
会
総
会
の
質
疑
応
答
に
於
い
て
、

い
つ
も
質
問
者
が
ピ
ン
ト
の
ず
れ
た
質

問
ば
か
り
で
、
あ
き
れ
返
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
間
は
自
分
が
院
長
に
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
数
日
後
に
満
足
す
る
返

答
が
あ
り
ま
し
た
。
患
者
の
皆
さ
ん
も

大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
決
し
て
病
院

側
に
阿
っ
て
い
る
訳
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
本
当
に
良
い
病
院
に
お
世
話
に
な

っ
て
る
な
ぁ
と
思
い
投
書
し
た
次
第
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

透
析
歴
６
年小

野
和
夫
（
₆₆
歳
）

投
稿

九
十
二
歳
で
想
う
こ
と

矢
崎
き
よ
子
（
透
析
歴
９
年
）

（
中
野
共
立
病
院
「
絆
の
会
」）

投
稿

江戸川区民公開講座

「慢性腎臓病にならない　なって
も悪くさせないためのあらたな取
り組み」
～腎臓を守るための佐中式ＣＫＤ
分子栄養療法～

講師　佐中　孜　先生（メディカルプラ
ザ市川駅院長、元東京女子医科大学教授）

日時：2015年 9 月20日（日）
時間：午後 2 時～ 3 時50分
会場：タワーホール船堀 2 階　瑞雲
主催：江戸川区腎友さつき会
後援：江戸川区、ＮＰＯ東腎協
協力：一般社団法人生活習慣病コーディ

ネーター協会
問い合わせ
江戸川区腎友さつき会
ＴＥＬ　080―3469―4046（戸倉）
E-mail　satukikai@s5.spaaqs.ne.jp

ト
ホ
…
ま
あ
長
生
き
で
す
ね
。

こ
の
私
「
ど
う
や
っ
て
、
そ
ん
な
に
元
気
に
…
」

「
分
か
り
ま
せ
ん
」

「
ご
立
派
で
す
ね
」「
エ
ー
…
そ
ん
な
」

オ
ヤ
オ
ヤ
、
何
も
出
来
な
く
生
き
て
き
た
の
に
。
ご
立
派
な
ん
て
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
。

九
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
時
々
人
か
ら
言
わ
れ
る
の
で
す
。

「
お
陰
さ
ま
で
」
…
そ
ん
な
こ
の
頃
で
す
。

信
州
上
諏
訪
か
ら
上
京
し
た
の
が
昭
和
二
十
七
年
…
。

戦
中
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
戦
後
の
暮
ら
し
も
色
ん
な
こ
と
が
有
り
ま
し
た
。

運
命
の
間
に
間
に
、
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
、
今
に
生
き
て
い
ま
す
。

人
生
今
、
今
の
連
続
で
す
。
片
時
も
同
じ
く
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
が
大
切
で
す
。

人
生
何
故
に
生
ま
れ
て
、
死
ぬ
の
か
、
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
？
だ
ら
け
で
す
。

こ
ん
な
事
も
思
い
ま
す
。

一
時
も
休
ま
ず
吸
っ
て
い
る
空
気
、
勝
手
に
吸
っ
て
お
礼
も
言
っ
た
こ
と
も
無
い
、
言

え
と
も
聞
か
ぬ
。

こ
れ
が
大
自
然
の
恵
み
の
有
難
さ
、
生
物
は
皆
、
こ
の
地
球
と
い
う
懐
に
抱
か
れ
て
、

生
き
て
、
い
や
生
か
さ
れ
て
頂
い
て
い
る
の
だ
。

天
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
神
仏
に
合
掌
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
声
も
盛
ん
で
す
。
美
し
い
自
然
環
境
を
大
事
に
と
祈
る
。

歳
と
共
に
衰
え
る
体
力
、
気
力
、
少
し
で
も
負
け
ぬ
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
と
い
う
敵
も
見
え
隠
れ
、「
ボ
ケ
老
人
に
な
っ
て
、
た
ま
ろ
う
か
」
…
そ
う
よ
ね
。

第
二
の
人
生
に
は
「
ピ
ン
コ
ロ
リ
ン
」
が
多
い
で
す
ね
。

透
析
の
お
蔭
で
元
気
で
す
。
諸
々
皆
さ
ま
、
世
間
さ
ま
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
明
る
く
、
朗
ら
か
に
お
世
話
様
に
な
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

拝
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東
腎
協
理
事
１０
年
…

私
は
、
今
期
（
平
成
２７
年
）
で
東
腎
協
の
理
事
を

退
任
し
た
。
丁
度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
な
る
一
年
前

に
東
腎
協
幹
事
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
１0
年
が
経
っ
て

し
ま
っ
た
。
月
日
が
経
つ
の
が
早
い
様
な
遅
い
様
な

も
の
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
の
透
析
に
至
る
ま
で
の
原
因
は
、
腎
臓

病
患
者
の
半
数
を
占
め
る
糖
尿
病
か
ら
で
あ
る
。
１

７
、
８
歳
頃
、
健
康
診
断
の
尿
検
査
で
糖
尿
の
気
が

あ
る
と
言
わ
れ
、
新
宿
３
丁
目
の
社
会
保
険
セ
ン
タ

ー
で
検
査
を
し
、
２
、
３
週
間
後
に
虎
ノ
門
病
院
を

紹
介
さ
れ
受
診
し
た
。
結
果
、
教
育
入
院
２
週
間
を

告
げ
ら
れ
た
。

虎
ノ
門
病
院
の
一
般
病
棟
に
入
院
と
な
り
、
地
獄

の
日
々
を
味
わ
っ
た
。
６
人
部
屋
の
真
ん
中
だ
っ
た

の
で
す
ぐ
部
屋
の
人
達
と
は
仲
良
く
出
来
た
が
、
周

り
の
人
は
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
の
に
私
は
何
も
食
べ

ら
れ
な
い
。（
病
院
食
以
外
は
×
）
と
、
こ
の
不
公

平
差
が
最
悪
。
初
め
は
１
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で

開
始
し
た
が
体
重
が
落
ち
ず
、
９
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
ま
で
落
と
さ
れ
た
、
腹
に
食
い
物
が
溜
ま
ら
な
い
、

食
っ
た
気
が
し
な
い
。
そ
れ
に
運
動
療
法
。
毎
日
地

獄
で
、
夢
に
ま
で
飯
が
出
て
く
る
。

あ
る
日
、
内
緒
で
新
橋
ま
で
競
馬
新
聞
を
買
い
に

行
っ
て
来
た
。
そ
し
た
ら
目
は
廻
る
、
頭
は
ク
ラ
ク

ラ
す
る
は
で
エ
ラ
イ
悲
惨
な
目
に
合
い
な
が
ら
帰
っ

て
き
た
。

１５
年
後
に
「
死
に
た
い
か
！
」
と 

叱
ら
れ

教
育
入
院
の
２
週
間
で
６
キ
ロ
し
か
体
重
が
落
ち

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
毎
回
少
し
で
も
続
け
て
い
れ

ば
透
析
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ

た
。
退
院
し
て
、
次
回
の
受
診
は
１
ヵ
月
後
に
、
次

は
２
ヵ
月
後
、
３
ヵ
月
後
、
半
年
後
と
言
わ
れ
、
段

々
足
が
遠
く
な
り
最
後
に
行
か
な
く
な
り
、
１5
年
後

の
平
成
５
年
１
月
、
近
所
の
上
板
橋
病
院
に
外
来
で

行
っ
た
時
は
、
体
重
７６
キ
ロ
、
ウ
エ
ス
ト
回
り
１
０

３
セ
ン
チ
、
も
う
、
寝
る
と
胸
が
苦
し
く
て
寝
れ
な

い
、
横
向
い
て
寝
る
状
態
で
、
即
入
院
と
い
わ
れ
、

荷
物
を
取
り
に
と
言
っ
た
ら
、「
死
に
た
い
の
か
」

と
言
わ
れ
た
。
糖
尿
病
性
腎
症
末
期
で
腎
不
全
に
な

っ
て
い
た
。
心
臓
肥
大
、
浮
腫
み
、
体
中
に
水
分
が

溜
ま
り
利
尿
剤
で
尿
を
出
し
、
浮
腫
を
採
っ
た
。
４

ヶ
月
の
入
院
だ
っ
た
。

患
者
会
と
の
出
会
い
、
す
ぐ
役
員
に

平
成
５
年
４
月
に
透
析
を
始
め
な
い
と
い
け
な
い

と
言
わ
れ
、
透
析
の
出
来
る
病
院
へ
と
転
院
し
た
の

が
、
高
島
平
中
央
総
合
病
院
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
患

者
会
へ
の
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

当
時
の
高
中
患
者
会
会
長
（
故
人
鈴
木
勇
様
）
に

患
者
会
活
動
を
真
摯
的
に
勧
め
ら
れ
て
、
患
者
会
が

出
来
る
の
で
、
是
非
役
員
に
な
っ
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
た
の
が
患
者
会
の
原
点
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
２３
年
経
ち
ま
し
た
が
、
今
の
透
析
医
療

は
、
４４
年
前
、
先
人
が
「
命
と
く
ら
し
を
守
る
」
闘

い
で
、
命
を
削
っ
て
勝
ち
得
た
継
続
医
療
で
す
。
私

達
の
代
の
後
の
人
に
も
継
続
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
人
は
な
か
な
か

患
者
会
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か

模
索
中
で
す
。
弱
い
目
標
で
す
が
、
現
状
維
持
を
目

指
し
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

私
と
東
腎
協
⑪

鶴
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
透
析
２３
年
）

古
木
直
之
さ
ん
（
5６
）
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自
動
車
事
故
か
ら
内
臓
圧
迫

私
の
腎
臓
病
の
始
ま
り
は
、
皆
さ
ん
と
は
少
し
違

う
と
思
い
ま
す
。
２６
歳
の
時
で
し
た
。
仕
事
帰
り
に

普
通
に
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
い
た
私
は
、
雨
の
た

め
ス
リ
ッ
プ
し
、
路
線
バ
ス
と
衝
突
し
二
人
の
方
に

怪
我
を
さ
せ
た
事
で
す
。
当
時
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

ラ
ジ
オ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
私
自
身
も
一
命

は
取
り
留
め
た
も
の
の
人
生
最
大
の
失
態
で
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
時
の
内
臓
圧
迫
に
よ
る
腎
臓
障
害
を
起
こ
し
、

そ
の
年
の
暮
れ
に
風
邪
気
味
で
病
院
で
尿
検
査
を
さ

れ
、
蛋
白
が
出
て
い
る
の
で
安
静
に
し
て
い
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
の
が
腎
臓
病
の
始
ま
り
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
２４
年
間
定
期
的
に
尿
検
査
と
投
薬
が

続
き
、
６0
歳
に
な
っ
て
透
析
導
入
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
心
配
ば
か
り
で
し
た
が
、
透
析
を
始
め
た

病
院
は
患
者
会
が
盛
ん
で
、
役
員
さ
ん
に
説
明
を
受

け
、
全
国
組
織
の
患
者
会
の
事
、
先
輩
た
ち
が
苦
労

し
て
勝
ち
取
っ
た
、
恵
ま
れ
た
透
析
医
療
制
度
、
補

助
制
度
な
ど
知
り
、
こ
の
先
も
全
国
組
織
の
患
者
会

は
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
ぐ
入
会
し
ま
し
た
。

２
年
目
か
ら
東
腎
協
常
任
幹
事
に

患
者
会
に
入
り
、
２
年
目
か
ら
役
員
さ
ん
の
強
い

要
請
で
東
腎
協
常
任
幹
事
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
常
任

幹
事
の
イ
ロ
ハ
も
わ
か
ら
な
い
私
に
、
突
然
総
会
議

長
指
名
が
あ
り
、
緊
張
し
て
務
め
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
（
そ
の
当
時
は
、
新
人
常
任
幹
事
が
二
人
で

総
会
議
長
を
や
る
こ
と
が
恒
例
で
し
た
）。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
と
な
り
、
役
職
名
も
常
任
理
事
か

ら
理
事
に
か
わ
り
、
初
年
度
か
ら
足
掛
け
１0
年
間
、

途
中
２
年
く
ら
い
都
合
で
休
み
ま
し
た
が
、
何
と
か

本
年
６
月
の
総
会
で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に

よ
り
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

理
事
の
時
は
二
度
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
り
、
前

回
の
時
よ
り
一
歩
進
ん
で
少
し
動
い
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
約
８0
施
設
あ
り
ま
す

が
、
約
50
施
設
に
は
患
者
会
が
有
り
ま
せ
ん
。
こ
の

未
組
織
施
設
を
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
的
に
回
っ
て
み
よ
う

と
思
い
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
に
お
願
い
し
、
全

施
設
を
訪
問
し
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
協
力
的
で
、
東
腎
協
患
者
会

の
事
は
良
く
知
っ
て
お
り
ま
す
。
東
腎
協
か
ら
は
、

前
も
っ
て
会
長
名
の
挨
拶
分
を
送
っ
て
話
の
き
っ
か

け
を
作
り
、
資
料
を
持
っ
て
い
き
、
患
者
会
の
大
切

さ
な
ど
訴
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
患
者
会
を
作
る

場
合
、
先
頭
に
立
つ
人
が
い
な
い
と
難
し
い
と
い
う

事
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
回
の
訪
問
で
は
院
内
の
事

は
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
度
か
訪
問
し
て
初
め
て

道
が
開
け
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
役
員

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
き
制
度
を
後
世
に
残
し
た
い

そ
れ
に
は
会
員
を
も
っ
と
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
役
員
、
正
会
員
、
一
般
会
員
、
全
員
で
拡

大
に
取
り
組
み
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
期
待
し
、

こ
の
よ
き
制
度
を
継
続
し
、
後
世
に
残
し
た
い
も
の

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

東
腎
協
役
員
と
し
て
何
も
知
ら
な
い
私
が
、
仲
間
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
足
掛
け
１0
年

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
一
生
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
理
事
は
退
任
し
ま
し
た
が
、
私

も
一
会
員
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
と
東
腎
協
⑫

瑞
江
腎
友
会
（
透
析
１４
年
）

石
井
虎
二
さ
ん
（
７４
）
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平
成
２７
年
５
月
１0
日
（
日
）
に
葛
飾

区
地
域
腎
友
会
の
総
会
後
午
後
２
時
か

ら
、
葛
飾
区
内
の
透
析
施
設
の
東
京
綾

瀬
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
長
田
し
を
り

先
生
の
講
演
で
「
透
析
患
者
の
栄
養
と

運
動
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。

講
演
参
加
数
は
４0
名
以
上
の
透
析
患

者
や
家
族
の
方
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
は
１
時
間
程
と
そ
の
後
に
質
疑

応
答
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
講
演
で
は

今
の
透
析
医
療
は
昔
と
違
っ
て
質
の
良

い
透
析
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
昔
と
違

っ
て
食
事
制
限
も
緩
く
な
り
し
っ
か
り

食
事
を
し
て
し
っ
か
り
透
析
治
療
を
す

る
事
で
長
生
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の

検
査
値
に
し
て
も
昔
と
違
い
新
し
い
飲

薬
等
の
お
陰
で
検
査
値
も
抑
え
ら
れ
る

事
で
、
食
事
も
昔
み
た
い
に
あ
れ
は
駄

目
こ
れ
は
駄
目
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
す
る
事
で
栄
養
や
体
力
を

維
持
す
る
事
が
で
き
、
運
動
に
つ
い
て

は
身
体
や
シ
ャ
ン
ト
の
腕
に
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
な
有
酸
素
運
動
、
散
歩
等

が
良
い
そ
う
で
す
。
外
出
の
際
に
は
サ

ン
ダ
ル
等
の
足
に
引
っ
掛
け
る
物
で
は

な
く
足
に
し
っ
か
り
履
く
運
動
靴
の
よ

う
な
物
が
良
い
で
す
。
ま
た
足
の
筋
力

の
低
下
で
歩
く
時
に
足
を
上
げ
て
歩
く

の
で
は
な
く
す
り
足
の
様
に
歩
い
て
い

る
と
躓
い
て
転
倒
し
た
ら
大
変
な
の
で

日
頃
足
の
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ
事
が
大

事
で
す
。
歩
く
機
会
が
少
な
い
場
合
は
、

送
迎
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
行
き

は
歩
い
て
自
力
で
向
い
、
帰
り
は
送
迎

を
利
用
す
る
の
も
１
つ
の
考
え
方
で
週

３
回
病
院
に
行
く
事
で
少
し
で
も
歩
く

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
質
疑
応
答
で

参
加
者
の
う
ち
の
一
人
が
「
弟
が
透
析

を
し
て
い
る
が
、
お
互
い
透
析
の
話
を

し
な
い
為
自
分
は
今
ま
で
透
析
の
事
が

解
か
ら
な
か
っ
た
の
で
今
回
の
勉
強
会

に
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
講
演
中
は
先
生
の
話
に

聞
き
入
り
メ
モ
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
東
京
綾
瀬
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
長
田
し
を
り
院
長
先
生
に
は
大
変
多

く
の
資
料
を
頂
き
参
加
者
の
皆
様
に
配

る
こ
と
も
出
来
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

全
腎
協
の
全
国
大
会
が
５
月
１７
日

（
日
）
長
崎
で
開
催
さ
れ
、
東
腎
協
か

ら
理
事
・
会
員
５
名
が
参
加
し
た
。
前

日
の
交
流
会
で
は
全
国
か
ら
約
５
０
０

名
の
会
員
が
参
集
し
、
長
崎
ら
し
い
異

国
情
緒
豊
か
な
、
二
胡
演
奏
や
オ
ペ
ラ

で
歓
迎
を
受
け
た
。
大
会
で
は
、
中
国

の
伝
来
の
「
龍
踊
り
」
が
長
崎
女
子
高

の
「
龍
踊
り
部
」
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ

開
会
し
た
。
大
会
決
議
で
は
、「
私
た

ち
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が

安
心
し
て
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
」

こ
の
環
境
を
守
り
「
金
の
切
れ
目
が
命

の
切
れ
目
」
と
言
わ
れ
た
時
代
に
戻
さ

な
い
よ
う
に
、
全
国
の
仲
間
が
一
丸
と

な
り
力
を
合
せ
て
、
患
者
の
「
命
と
暮

ら
し
を
守
る
」
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
長
崎
県
腎
協

か
ら
は
「
私
た
ち
透
析
患
者
が
一
生
安

心
し
て
、
通
院
が
で
き
る
よ
う
に
今
後

も
引
き
続
き
国
へ
働
き
か
け
を
お
願
い

葛
飾
区
地
域
腎
友
会
総
会

会
長　

中
村　

博

全
腎
協
２
０
１
５
年
度

全
国
大
会
・
長
崎
県
腎
協
設
立

４０
周
年
記
念
合
同
大
会
報
告

報
告　

戸
倉　

振
一

左から高山氏、大山氏、梅原副会長、戸倉副会長、
榊原理事

葛飾区地域腎友会総会記念講演
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て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
、
東
腎
協
と

患
者
会
役
員
と
の
連
絡
が
つ
か
な
い
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
、
東
腎
協
会
員
で
あ
る
こ
と

が
特
定
で
き
ず
に
、
全
腎
協
の
災
害
見

舞
金
支
給
規
程
に
該
当
す
る
会
員
に
、

こ
の
見
舞
金
や
義
援
金
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
を
確
実
に
被
災
し
た
会
員
に
支
給

で
き
る
よ
う
に
「
患
者
会
会
員
名
簿
」

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

既
に
正
会
員
の
皆
様
を
通
じ
て
、
患

者
会
会
員
の
皆
様
に
名
簿
に
登
録
を
す

る
か
の
同
意
書
が
配
ら
れ
、
同
意
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
患
者
会
を
通
じ
て
返

送
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
７
月
１0
日
現
在
の
集
計
結
果
を
次

の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

・
名
簿
登
録
同
意
書
を
返
送
い
た
だ
い

た
患
者
会
：
７２
患
者
会

・
名
簿
登
録
会
員
数
：
２
０
０
８
名

・
回
収
率
：
６5
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
目
安

と
し
て
１5
年
３
月
末
と
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
名
簿
登
録
し
た
い
と
い
う
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
今
後
も
随
時
受
け
つ

て
い
ま
す
の
で
患
者
会
を
通
じ
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
名
簿
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

や
っ
て
い
る
こ
と
を
、
災
害
時
に
応
用

可
能
に
す
る
姿
勢
で
考
え
る
。
④
組
織

的
対
応
は
全
て
想
定
内
の
こ
と
に
対
し

て
に
し
か
有
効
に
働
か
な
い
。
例
え
ば
、

阪
神
淡
路
大
震
災
は
そ
れ
ま
で
の
想
定

を
全
て
覆
す
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ

と
ん
ど
組
織
的
な
対
応
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

現
在
、
全
腎
協
で
は
災
害
対
策
規
定

を
見
直
し
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
定
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
踏
ま
え
、
こ

れ
に
整
合
し
た
東
腎
協
の
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
今
後
作
成
し
て
い
く
予
定

で
す
。

は
「
患
者
会
会
員
名
簿
取
扱
規
定
」
を

作
成
し
、
厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
名
簿
更
新
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

患
者
会
役
員
の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
負

担
の
か
か
ら
な
い
方
法
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
名
簿
の
利
用
目
的
、
全
腎
協
の

災
害
見
舞
金
の
支
給
額
は
左
表
の
通
り

で
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
で
す
が
、
災

害
対
策
の
基
本
姿
勢
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
災
害
の
経
験
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
①
災
害
対
策
た

め
だ
け
の
対
策
を
考
え
て
は
い
け
な
い
。

②
普
段
や
ら
な
い
こ
と
は
、
災
害
時
に

は
絶
対
で
き
な
い
。
③
日
常（
診
療
で
）

し
た
い
」
と
患
者
の
訴
え
が
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
で
は
長
崎
在
住
の
漫
画
家

岡
野
雄
一
氏
に
よ
る
認
知
症
の
母
の
人

生
を
俯
瞰
で
見
る
よ
う
な
漫
画
が
、
同

じ
境
遇
の
人
を
癒
し
、
ボ
ケ
て
も
幸
せ

に
生
き
た
経
験
が
語
ら
れ
た
。
そ
の
他

に
長
期
透
析
者
４0
年
表
彰
、
ラ
ン
チ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
美
味
し
く
食
べ
て
、
し

っ
か
り
透
析
」、
第
５
回
透
析
の
か
ゆ

み
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
特
別
講
演
で
は
「
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
？
私
た
ち
の
医
療
と
介
護
」
と
題

し
、
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学

部
教
授
芝
田
英
昭
先
生
か
ら
、
医
療
格

差
拡
大
の
懸
念
等
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

別
会
場
で
は
年
間
１
万
人
が
下
肢
切
断

を
し
て
い
る
現
状
か
ら
フ
ッ
ト
ケ
ア
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。

首
都
直
下
型
地
震
が
３0
年
以
内
に
７0

％
の
確
率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
よ
る
水
害
が
多
発
し
、
富
士
山
噴
火

に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
成
さ
れ

災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
の

患
者
会
会
員
名
簿
作
成
の

登
録
状
況
に
つ
い
て

名簿の利用目的
 （下記の場合以外には利用しません。）

⑴ 災害時における患者会会員の安否と被災状況
の確認。

⑵ （一社）全国腎臓病協議会の災害見舞金や義
援金等の支給手続き。

⑶ 患者会解散時、個人会員として継続する意思
の有無の確認。

全腎協災害見舞金支給額

死亡（本人） ���������� 100，000円
家屋全壊（建物の50％以上が損壊）
　��������������� 100，000円
家屋半壊（建物の20％以上50％未満が損壊）
　����������������50，000円
家屋一部損壊（建物の 3 ％以上20％未満が損
壊）、床上浸水、避難勧告（10日以上）



17 No.208／2015年 7 月

（
１
）
多
摩
の
板
橋
理
事
か
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力
の
件

・
東
腎
協
青
年
部
と
し
て
は
、
参
加
協

力
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
賛
成

・
宿
野
部
さ
ん
が
先
方
の
患
者
会
幹
事

の
長
田
さ
ん
に
詳
細
確
認
を
し
て
、
最

終
的
に
参
加
を
決
定

（
２
）
埼
玉
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
件

・
宿
野
部
さ
ん
が
埼
玉
の
板
橋
部
長
に

確
認
中
。

・
板
橋
さ
ん
よ
り
詳
細
内
容
の
確
認
が

取
れ
た
ら
、
次
回
の
打
合
せ
で
検
討

（
３
）
全
国
青
年
研
修
会
に
つ
い
て

医
療
保
険
制
度
改
革�

関
連
法
が
成
立

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
が
、
５

月
２７
日
の
参
議
院
本
会
議
で
自
民
・
公

明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。

本
会
議
の
前
に
開
か
れ
た
参
議
院
厚

生
労
働
委
員
会
の
参
考
人
質
疑
で
は
、

全
腎
協
が
加
盟
す
る
日
本
難
病
・
疾
病

１
．
関
ブ
ロ
青
年
部
交
流
会
参
加
の
件

・
７
／
２5
（
土
）、
２６
（
日
）　

長
野

で
行
わ
れ
る
関
東
Ｂ
Ｋ
へ
は
、
青
年
部

と
し
て
は
１
名
の
み
の
参
加
と
す
る
。

・
参
加
候
補
者
は
永
見
部
長
と
し
、
宿

野
部
副
部
長
が
永
見
さ
ん
に
参
加
の
可

否
を
確
認
す
る
。

・
永
見
さ
ん
が
参
加
出
来
な
い
場
合
は
、

再
度
、
参
加
者
を
青
年
部
で
検
討
す
る
。

２
．
青
年
部
の
し
お
り
（
入
会
案
内
）

の
配
付
報
告

・
６
／
１４
（
日
）
の
東
腎
協
総
会
に
て
、

青
年
部
の
し
お
り
配
付
を
行
っ
た
。
約

50
部

・
配
付
に
先
だ
っ
て
、
宿
野
部
さ
ん
よ

り
総
会
参
加
者
へ
、
説
明
と
各
患
者
会

で
の
配
付
の
お
願
い
を
行
っ
た
。

３
．
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
な
ど

・
今
年
は
中
止
の
模
様
。
宿
野
部
さ
ん

要
確
認
。

（
４
）
宿
野
部
さ
ん　

東
腎
協
理
事
退

任
の
後
の
情
報
収
集
に
つ
い
て

・
６
／
１４
（
日
）
の
総
会
を
も
っ
て
、

宿
野
部
さ
ん
は
東
腎
協
の
理
事
を
退
任

・
今
後
、
理
事
会
情
報
な
ど
の
収
集
は
、

清
水
理
事
や
事
務
局
（
所
）
を
通
じ
て

定
期
的
に
行
う
。

４
．
次
回
の
予
定

・
７
／
１9
（
日
）
東
腎
協　

大
会
（
市

ヶ
谷
）
集
合
時
間
：
未
定

・
集
合
時
間
は
、
宿
野
部
さ
ん
が
大
会

の
正
確
な
開
始
時
間
を
確
認
し
て
か
ら

決
定
。
メ
ー
ル
で
共
有
。

・
現
時
点
で
は
、
大
会
開
始
前
を
予
定
。

・
大
会
で
も
し
お
り
の
配
付
を
予
定
。

小
林
さ
ん
事
前
に
事
務
所
に
寄
っ
て
残

り
の
し
お
り
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

・
各
自
も
手
元
の
し
お
り
を
持
ち
寄
る
。

・
入
会
希
望
の
あ
っ
た
、
米
永
さ
ん
は

阿
部
が
連
絡
を
と
っ
て
、
参
加
の
お
誘

い
を
し
て
み
る
。�

（
阿
部
・
記
）

東
腎
協
青
年
部
会
議　

議
事
録

日
時
：
２
０
１
５
年
６
月
１４
日（
日
）

場
所
：
田
町　

東
京
都
障
害
者
福
祉�

会
館　

１
Ｆ　

ロ
ビ
ー

参
加
：
宿
野
部
副
部
長　

大
串
さ
ん
、

小
林
さ
ん
、
阿
部
さ
ん

「
全
腎
協
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」

第
３
号

２
０
１
５
年
度

医療保険制度改革の主な内容�
� （実施時期）

２０１６年度　
・入院食費（第一次）
　 １食２６0円から３６0円へ引き上げ
・紹介状なしの大学病院受診
　定額負担（5000～ １ 万円）導入
・患者申出療養制度
　安全・有効性が不確かな保険外診療の拡大の恐れ
　　　　　
・後期高齢者医療
　保険料「軽減特例」の廃止（保険料負担の増加）
　　　　　
・国民健康保険
市町村から都道府県へ移行した財政運営（保険料
引上げや徴収強化など）
・医療費適正化計画
地域医療構想（病床削減など）にあわせた目標設
定
・入院食費（第二次）
　 １食３６0円から４６0円へ引き上げ

２０１６年度

２０１７年度

２０１8年度
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団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が
患
者
を
代

表
し
、
入
院
食
費
の
負
担
増
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
難
病
患
者
の
負
担
増

は
据
え
置
く
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

指
定
難
病
以
外
の
慢
性
疾
患
患
者
に
は
、

長
期
の
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合

が
多
く
「
大
変
な
負
担
が
あ
る
。
在
宅

と
の
公
平
性
と
い
っ
て
説
明
す
る
の
は

非
常
に
不
愉
快
」
と
法
案
を
批
判
し
ま

し
た
。
患
者
申
出
療
養
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
「
医
療
が
一
部
の
国
民
、
経

済
的
に
豊
か
な
も
の
だ
け
が
利
用
で
き

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。

同
法
の
影
響
に
よ
っ
て
治
療
を
あ
き

ら
め
、
症
状
が
重
症
化
し
た
り
、
生
き

る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
よ
う
な
事
態
が

生
じ
な
い
よ
う
、
全
腎
協
で
は
、
困
っ

て
い
る
患
者
に
は
、
全
腎
協
事
務
局
へ

具
体
的
な
声
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
事
態
を
社
会
へ
訴
え
て
い
く
予
定
で

す
。
今
後
も
引
き
続
き
世
論
を
味
方
に

つ
け
た
活
動
を
全
国
の
仲
間
と
と
も
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

第１０回総会　アンケート集計
１ ．本日の総会はいかがでしたか？
①大変良かった　 8 人　②ふつう　14人　③良くなか
った　 1 人　④無記入 1 人

２ ．「中期事業計画は理解できましたか？
①良くわかった14人　②ふつう　 8 人　③良くわから
なかった 1 人　④無記入 1 人

３ ．「２０１５年事業計画」は理解できましたか？
①良くわかった　11人　②ふつう　10人　③よくわか
らなかった　 1 人　④無記入　 2 人

４ ．予算・決算についてのご意見はありますか
・会員に頼らないで会が上手く回るよう、いろいろ考
えて行きましょう。ＮＰＯに変わったことも含めて。
・無駄をなくしていってほしい。効率を考えてやって
ほしい。
・総会の案内で次第が抜けている。開始の時間と終わ
りの時間を明記してほしい。 2 時間以内。
・今日の会長の話や役員の話を聞いて、会員の数を各
患者会が増やすことの重要性を痛感した。
・大変苦労なさってご苦労様です。
・厳しい予算で、活動が縮小されることが心配です。
活動を重点化するのも一方法です。何人かでやるので
なく、重点化（年次毎）をはかる。
・会員激減の時代、収支のマイナスは続くと思います。
・機関誌のページ数の減、予算の減額を検討して欲し
い。

５ ．東腎協全体に対してご意見はありますか
・一般（維持）会員の年会費値下げを検討されたい。
正会員（患者会）年会費は別設定の二本立てを検討する。
（当会では一般会員の年会費、高値感、抵抗多く入会

を阻む）
・従来の活動では会員減少時代には難しい。抜本的発
想も必要です。企業経営と同じ。
・行政との交渉結果を明確に報告。言いにくいが、東
腎協の会費が高いという声が大。会費のために会員に
ならない人が多い。
・時代に合わせての対策に頑張って活動しているのが
分かりました。全体のクリニックが送迎になったため、
コミュニケーション不足になり会員減。
・室外での話し声に負けて、室内の話が見えない。案
内、受付は終えたら別の場所で話を。
・議事の進め方について、読めばわかることは流しな
がら行い、質問に時間を取って欲しい。
・会員が減っていくことは一番の問題。対策が必要。
災害時の時の対応マニュアルを教えて欲しい。（どの
ように行動するか、普段の準備、役所への連絡など）
・暫くぶりに総会に参加しました。ＨＤ歴の浅い人、
深い人、温度差はあると思いますが、丁度良い中間点
で納得しながら継続していって下さい。
・歴史を知ることは大切なことだと思う。でないと、
東腎協の歴史が今の自分たちにどのように繋がってい
るか理解できない。知ることによって、理解が深まり
新たな力になる。
・議案集に書いていない発言が多い。事業概要等を作
成し、文章として残してほしい。
・総会の時間が短い。役員の声がよく聞こえないこと
がある。
・新会員募集用として、今後予想される社会保障に対
する危機感を訴える内容を織り込んだＰＲ誌を発行し
てほしい。医療機関側として、積極的に患者会に入会
してもらえるような体制が出来ないか。現状では、患
者会会員の動向は把握しにくい。新規患者も同じ。東
腎協から医療機関に会員推進依頼をできないか。
・会員減少で東腎協の業務が厳しいとのことで、役員
の方々はご苦労されている。やはり会員を一人でも多
くの人に声を掛けることだと思います。

（回答24人／41人、回答率58.5％）
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４
�
２

久
保
ビ
ル
３
階

�
０
３
�
３
３
７
６
�
０
１
９
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

榎
本

美
穂

〒
１
２
０
�
０
０
０
５

足
立
区
綾
瀬

３
�
１６
�
４

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

�
０
３
�
５
６
９
７
�
８
２
８
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

山
本

亮

〒
１
２
４
�
０
０
１
２

葛
飾
区
立
石

８
�
１
�
２

賛
生
会
ビ
ル
２
・
３
Ｆ

�
０
３
�
５
６
７
２
�
２
１
５
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

小
倉

明
子

〒
１
０
１
�
０
０
２
１

千
代
田
区
外
神
田

１
�
１６
�
９

朝
風
二
号
館
ビ
ル
２
階

�
０
３
�
３
２
５
１
�
５
２
１
５

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

北
千
住
東
口
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

大
森

容
子

〒
１
２
０
�
０
０
２
６

足
立
区
千
住
旭
町

１１
�
２

学
園
通
り
ビ
ル
１
階

�
０
３
�
５
２
８
４
�
５
１
０
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

あ
だ
ち
入
谷
舎
人
ク
リ
ニッ
ク

院
長

飯
野

靖
彦

〒
１
２
１
�
０
８
３
６

足
立
区
入
谷１

�
１４
�
１７

�
０
３
�
５
８
３
９
�
６
２
０
１

医
療
法
人
社
団

仁
星
会

理
事
長

稲
田

俊
雄

〒
１
７
７
�
０
０
３
３

練
馬
区
高
野
台

１
�
８
�
１
５

�
０
３
�
５
３
７
２
�
６
１
５
１

医
療
法
人
社
団

仁
星
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

鈴
木

重
伸

〒
１
７
７
�
０
０
３
３

練
馬
区
高
野
台

１
�
８
�
１
５

�
０
３
�
５
３
７
２
�
６
１
５
１

株
式
会
社

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

取
締
役
社
長

斉
藤

英
二

〒
１
６
０
�
０
０
２
２

新
宿
区
新
宿
１
�
５
�

４

Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１
、
３
０
１

�
０
３
�
３
３
５
４
�
０
３
４
１

特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
ん
さ
ん
の
会

理
事
長

菊
池

真
吾

〒
０
２
２
�
０
０
０
２

大
船
渡
市
大
船
渡
町

字
富
沢
２
�
１

�
０
１
９
２
�
４
７
�
４
２
２
２

株
式
会
社

コ
ー
ワ
テ
ク
ノ
サ
ー
チ

代
表
取
締
役

川
岸

史
和

〒
５
４
１
�
０
０
５
３

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

本
町
１
丁
目
５
番
７
号

�
０
６
�
６
２
６
７
�
０
２
１
２

医
療
法
人
社
団

心
施
会

理
事
長

杉
崎

弘
章

〒
１
８
３
�
０
０
５
５

府
中
市
府
中
町

１
�
８
�
１

第
７
三
ッ
木
ビ
ル
６
・
７
階

�
０
４
２
�
３
６
６
�
８
９
０
９

株
式
会
社
ア
イ
エ
シ
イ
ト
ラ
ベ
ル

ク
ル
ー
ズ
事
業
部

事
業
部
長

南

和
明

〒
１
０
０
�
０
０
１
１

千
代
田
区
内
幸
町

１
�
１
�
１

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
１２
階

�
０
３
�
６
８
５
２
�
８
３
７
７

笹
塚
・
代
田
橋
透
析
ク
リ
ニッ
ク

院
長

布
川

朝
雄

〒
１
５
１
�
０
０
７
３

渋
谷
区
笹
塚

１
�
６４
�
８

笹
塚
サ
ウ
ス
ビ
ル
２
階

�
０
３
�
５
３
０
４
�
１
１
３
１

医
療
法
人
社
団

北
桜
会

新
線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

目
良
純
一
郎

〒
１
７
１
�
０
０
２
１

豊
島
区
西
池
袋

１
�
１０
�
１０

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

�
０
３
�
５
９
１
１
�
１
２
５
０

医
療
法
人
社
団

北
桜
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
７
５
�
０
０
８
３

板
橋
区
徳
丸３

�
１１
�
２

�
０
３
�
５
９
２
２
�
３
５
３
０

ＮＰＯ東腎協賛助会員
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暑中御見舞申し上げます
ＮＰＯ東腎協賛助会員

医
療
法
人
社
団　

欅
会

十
条
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

街　
　

稔

〒
１
１
４
―
０
０
３
４　

北
区
上
十
条

２
―
１３
―
１　

ガ
ー
デ
ニ
ア
４
階

☎
０
３
―
３
９
０
８
―
２
４
１
１

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

細
井　
　

孝

〒
５
３
３
―
０
０
３
３

大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区
東
中
島
１
―
１８
―
２７

新
大
阪
丸
ビ
ル
・
新
館
３
０
２

☎
０
１
２
０
―
３
９
３
―
５
７
８

株
式
会
社　
　

Ｋ
Ｒ
Ｌ

代
表
取
締
役　

村
田　

晋
一

〒
１
８
１
―
０
０
０
４　

三
鷹
市
新
川

６
―
９
―
２８　

Ｓ
Ｓ
ビ
ル

☎
０
４
２
２
―
４
０
―
１
８
０
５

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

羽
村
相
互
診
療
所

所
長　

小
林　

重
雄

〒
２
０
５
―
０
０
２
３羽

村
市
神
明
台
１
―
３0
―
５

☎
０
４
２
―
５
５
４
―
５
４
２
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長　

小
池　

昭
夫

〒
１
０
２
―
０
０
７
１　

千
代
田
区
富
士
見
町

２
―
１３
―
１６
上
田
ビ
ル

☎
０
３
―
３
２
６
５
―
０
２
０
３

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

中
村　

伸
一

〒
３
５
９
―
０
０
１
２

埼
玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

特
定
非
営
利
活
動
法
人

A
 D

 M
 S

（
ア
ダ
ム
ス
）

〒
１
２
１
―
０
０
１
１　

足
立
区
中
央
本
町

３
―
４
―
４　

足
立
区
医
師
会
館
内

☎
０
３
―
３
８
４
０
―
２
１
１
１

株
式
会
社

タ
ッ
ク
ル
フ
ァ
ー
ム（
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
）

代
表
取
締
役　

水
沢　

正
志

〒
９
９
４
―
０
０
５
７　

山
形
県
天
童
市
石
鳥
居

１
―
４
―
４１
（
㈱
ア
イ
・
タ
ッ
フ
ル
内
）

☎
０
２
３
―
６
５
５
―
７
１
６
６

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長　

杉
野　

賢
一

〒
１
２
０
―
０
０
３
４　

足
立
区
千
住

１
―
４
―
１　

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
１３
階
５
号

☎
０
３
―
３
８
８
８
―
６
６
１
４

医
療
法
人　

埼
友
会

埼

友

草

加

病

院

理
事
長　

後
藤　

善
和

〒
３
４
０
―
０
０
４
６　

埼
玉
県
草
加
市
北
谷

１
―
２１
―
３７

☎
０
４
８
―
９
４
４
―
６
１
１
１

株
式
会
社

ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス・ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役　

亀
井　

宏
之

〒
２
５
２
―
０
２
３
３

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台

１
丁
目
７
番
７
号
ト
ラ
ス
ト
・
テ
ッ
ク
相
模
原
ビ
ル

☎
０
４
２
（
７
７
６
）
６
９
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
７
５
０
）
２
９
０
５

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

☎
０
３
―
６
８
０
５
―
１
８
３
６

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

工
藤　

盛
雄

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２5
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３

医
療
法
人
社
団　

秀
祐
会

東

海

病

院

院
長　

江
本　

秀
斗

〒
１
７
６
―
０
０
２
３　

東
京
都
練
馬
区
中
村
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
丁
目
１0
番
１１
号

☎
０
３
―
３
９
９
９
―
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
９
９
９
―
７
０
２
７

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
杉　
　

繁

〒
１
８
３
―
０
０
５
５　

東
京
都
府
中
市
府
中
町

１
―
８
―
１　

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

日
伸
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

森
山　

君
子

〒
１
３
０
―
０
０
２
２　

墨
田
区
江
東
橋

３
―
１0
―
８　

オ
ー
ク
錦
糸
町
ビ
ル
５
Ｆ
・
６
Ｆ

☎
０
３
―
３
６
３
４
―
９
０
３
３

医
療
法
人
社
団　

清
光
会

理
事
長　

横
山　

志
郎

〒
２
４
９
―
０
０
０
１　

神
奈
川
県
逗
子
市
久
木

４
―
２5
―
８

☎
０
４
６
―
８
７
３
―
７
１
４
１

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長　

小
泉　

博
史

〒
１
９
０
―
０
０
０
２

立
川
市
幸
町
５
―
９
―
２

☎
０
４
２
―
５
３
８
―
１
５
０
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

腎
臓
病
連
絡
協
議
会

す

ず

ら

ん

の

会

会
長　

高
山　

衛
士

〒
１
７
８
―
０
０
６
３　

練
馬
区
東
大
泉

３
―
１
―
１８　

横
山
マ
ン
シ
ョ
ン
２
０
３

☎
０
３
―
３
９
２
４
―
９
０
２
２
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

○
東
京
第
一
支
店
様
（
３
月
～
７
月
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
葉
書
（
切
手
）

ご
寄
付
一
覧

【
患
者
会
】

豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ゆ
り
の
会

い
ち
ょ
う
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず
み

に
こ
た
ま
会

阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会

永
山
腎
友
会

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

旧
豊
生
会

桑
の
実
会

高
尾
も
み
じ
会

勝
和
な
ご
み
会

小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
・
船
堀

森
山
友
の
会

親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

聖
蹟
さ
く
ら
会

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

赤
羽
中
央
病
院
腎
友
会

代
々
木
病
院
腎
友
会

大
田
病
院
腎
友
会

竹
口
病
院
腎
友
会

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
さ
く
ら
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

桃
井
診
療
所
腎
友
会

府
中
け
や
き
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

（
６
月
３0
日
現
在
ま
で
分
、
敬
称
略
・

順
不
同
）

　

葉
書
・
切
手
等
は
沢
山
使
用
し
ま
す

の
で
い
つ
で
も
ご
寄
付
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

青
い
鳥
は
が
き

　

身
体
障
害
者
（
１
級
・
２
級
）
の
方

は
一
人
２0
枚
の
ハ
ガ
キ
を
無
償
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
近
く
の
郵
便
局
窓
口
へ
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も

で
き
ま
す
。（
身
体
障
害
者
手
帳
持
参
）

事
務
局
夏
季
休
暇
の

お
知
ら
せ

　

８
月
１0
日
（
月
）
～
１４
日
（
金
）

　

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
稿
の
お
願
い

　

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　

常
日
頃
よ
り
東
腎
協
活
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
費
納
入

の
お
知
ら
せ
、
振
込
用
紙
を
ご
送
付
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
出
来
る
だ
け
速
や

か
に
ご
入
金
頂
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1972年（ 昭 和47年 ）11月19日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から41年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
40年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。

その一方で社会保障制度、医
療費制度の削減が社会問題となっ
ており、莫大な費用を要する透析
医療も安心してはいられない状況
です。これからも医療機関、各企
業、患者団体と結束して活動する
ことが大変重要と考えます。

私どもの「命と暮らし」を守
る活動に賛同いただければ是非、
賛助会員として団体の活動を支え
ていただきたく心よりお願い致し
ます。

記
賛助会員会費：個人年額 5,000円、
団体年額　 1 口10,000円／ 1 口以
上
※年 1 回名刺広告を機関誌「東腎
協」に掲載させていただきます（但
し、継続でも初年度 1 回のみとさ
せていただきます）。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会

賛助会員入会のお願い
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随
時
募
集

　
　
　
　
　

出
来
る
だ
け
作
品
を
写
真

撮
影
し
て
、
プ
リ
ン
ト
と
作
品
コ
メ
ン

ト
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

採
用
の
際
に
は
薄
謝（
図
書
券
）

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

募
集
時
期

応
募
方
法

謝
礼

表
紙
の
作
品
募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
表

紙
に
、
会
員
の
皆
様
の
作
品
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、
料

理
、
…
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
活
動
予
定

東京都と協定を締結している
ＨＬＡ検査センター

国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 東京都港区虎ノ門 2 ― 2 ― 2 TEL03―3588―1111
東京医科大学 八王子医療センター 東京都八王子市館町1163 TEL042―665―5611
東京女子医科大学病院 東京都新宿区河田町 8 ― 1 TEL03―3353―8111
東邦大学医療センター 大森病院 東京都大田区大森西 6 ―11― 1 TEL03―3762―4151

その他のＨＬＡ検査センター
（都内及び近隣 ３県）

昭和大学病院 東京都品川区旗の台 1 ― 5 ― 8 TEL03―3784―8000
埼玉医科大学国際医療センター 埼玉県日高市山根1397― 1 TEL042―984―4111
埼玉医科大学総合医療センター 埼玉県川越市鴨田辻道町1981 TEL049―228―3400
独立行政法人国立病院機構 千葉東病院 千葉県千葉市中央区仁戸名町673 TEL043―261―5171
東海大学医学部付属病院 神奈川県伊勢原市下糟屋143 TEL0463―93―1121
北里大学病院 神奈川県相模原市南区北里 1 ―15― 1 TEL042―778―8111
公立大学法人横浜市立大学附属 病院 神奈川県横浜市金沢区福浦 3 ― 9 TEL045―787―2800

❶対象者
都内に住所を有し、人工透析を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植を希望するため、社団法人日本臓器移植ネ
ットワークへの登録をする方（社団法人日本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が
一部助成されます）。

❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費用の一部（平成27年度については10，000円とします）。

❸書類提出及び問い合わせ先
東京都福祉保健局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策係
所在地〒163―0081東京都新宿区西新宿二丁目 8 番 1 号
電話　03―5320―4506　　FAX　03―5388―1473

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内

７ 月 ４ ～ ５ （土・日）
全腎協・全国事務局長会議（アワ
ーズイン阪急）
７ 月 ５ 日（日）
多摩ブロック正会員会議（武蔵野
公会堂）
７ 月１９日（日）
東腎協第 5 回大会（アルカディア
市ヶ谷「富士」）
７ 月１８～１９（土・日）
第77回関東ブロック in 栃木
７ 月２３日（木）
東京都福祉保健局シンポジウム
（予定）
７ 月２５～２６（土・日）
関東ブロック青年交流会 in 長野
７ 月２６日（日）
第112回理事会（Ａ 3 ）
８ 月２３日（日）
第113回理事会（Ｃ 2 ）
８ 月２９～３０（土・日）
全腎協・全国青年研修会（アワー
ズイン阪急）
９ 月２７日（日）

第114回理事会（Ｃ 3 ）
１０月 ４ 日（日）
第35回臓器移植普及推進キャンペ
ーン
１０月２５日（日）
第115回理事会（予定）
１１月 ７ ～ ８ （土・日）
全腎協・通院介護研修会（アワー
ズイン阪急）
１１月２２日（日）
第116回理事会（予定）
１１月２８～２９（土・日）
全腎協・臨時総会（大森東急イン）
１２月 ５ ～ ６ （土・日）
第78回関東ブロック会議 in 東京
（予定）
１２月２０日（日）
第117回理事会（予定）
２ 月１９日（金）
第10回じんぞう病治療研究会市民
公開講座講演会（メトロポリタン）
３ 月１３日（日）
第27回腎臓病を考える都民の集い
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○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
新
国

立
競
技
場
の
建
設
予
算
は
、
当
初
千
三

百
億
で
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
三
千
億

ま
で
跳
ね
上
が
り
、
結
局
当
初
の
倍
近

い
二
千
五
百
億
で
契
約
す
る
方
針
を
決

め
た
ら
し
い
。
論
議
し
て
い
る
金
額
の

ケ
タ
と
幅
に
も
驚
く
が
、
今
ま
で
の
国

立
競
技
場
の
改
修
で
は
ダ
メ
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
一
方
で
は
四
月
の
国
会
で

社
会
保
障
関
係
費
が
三
千
九
百
億
円
も

削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
事
を
、
東
腎
協
と

し
て
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。�

（
白
坂
）

○
東
腎
協
の
歴
史
と
い
う
べ
き
フ
ィ
ル

ム
ネ
ガ
を
デ
ジ
タ
ル
変
換
し
て
い
ま
す
。

　

か
な
り
終
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま

す
。
写
真
の
技
術
も
そ
う
で
す
が
、
時

代
の
記
録
と
い
う
大
切
さ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
会
が
、
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
く
の
か
？　

映
像
に
残
し
て
い
く

責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。�

（
桝
永
）

○
４
月
か
ら
「
災
害
会
員
名
簿
登
録
個

人
台
帳
」
の
入
力
、
打
ち
出
し
、
チ
ェ

ッ
ク
を
ほ
ぼ
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
東

京
の
地
名
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
お
も
し

ろ
い
で
す
。
入
力
し
な
が
ら
思
う
の
は
、

こ
の
ど
の
場
所
で
も
大
き
な
災
害
が
起

こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
名
簿
が
役
に
立
つ
こ
と
が
な
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。�

（
長
井
）

○
年
々
難
し
く
な
る
団
体
運
営
を
担
う

立
場
と
し
て
正
念
場
と
思
う
。
長
く
共

に
活
動
し
た
仲
間
も
一
人
欠
け
ま
た
一

人
欠
け
寂
し
い
思
い
で
す
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
で
も
で
き
る
透
析
医
療
を

受
け
ら
れ
る
事
に
感
謝
し
て
活
動
に
邁

進
し
て
行
き
た
い
。�

（
岸
里
）

○
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
社
会
保

障
制
度
の
見
直
し
は
必
ず
や
っ
て
き
ま

す
。
情
勢
に
対
応
し
う
る
組
織
づ
く
り

に
何
と
し
て
も
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
一
方
、
世
の
中
で
は
き
な
臭
い
匂

い
や
憲
法
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

戦
争
も
嫌
だ
し
、
基
本
的
人
権
も
守
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
ど
う
し
て
、
こ
の
世
界

に
誇
る
「
日
本
国
憲
法
」
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。�

（
板
橋
）

事
務
局
雑
感

○
日
本
列
島
の
火
山
活
動
！
局
地
的
な

集
中
豪
雨
！　

そ
し
て
東
腎
協
の
会
員

減
少
で
組
織
の
脆
弱
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

透
析
治
療
は
、
命
に
係
わ
る
重
大
な

問
題
で
す
。
透
析
患
者
の
権
益
を
守
っ

て
く
れ
る
組
織
が
東
腎
協
な
の
で
す
。

東
腎
協
の
組
織
を
守
る
た
め
に
共
に
活

動
を
し
ま
せ
ん
か
？�

（
工
藤
）

吉
澤
正
雄
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

吉
澤
さ
ん
と
は
、
私
が
東
腎
協
青
年

部
に
所
属
し
て
い
る
時
に
初
め
て
お
会

い
し
ま
し
た
の
で
、
随
分
長
い
お
付
き

合
い
に
な
り
ま
し
た
。

誰
よ
り
も
施
設
訪
問
に
熱
心
な
方
で
、

一
つ
で
も
多
く
の
病
院
に
東
腎
協
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
、
あ
ち
こ
ち
痛
む
体
を
押
し
て
で
も

団
体
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
た
方
で

し
た
。

彼
の
訃
報
を
知
り
、
非
常
な
驚
き
と

寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

東
腎
協
活
動
が
人
生
の
中
心
で
あ
り
、

ま
た
多
趣
味
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

第
４
回
大
会
作
品
展
に
於
い
て
は
、
各

作
品
展
入
賞
作
品
の
竹
細
工
を
出
展
さ

れ
ま
し
た
。

奥
様
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
は
家

庭
に
は
ほ
と
ん
ど
居
な
い
く
ら
い
に
走

り
回
っ
て
い
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
、

彼
は
人
の
数
倍
早
く
生
き
た
人
な
の
で

短
命
で
は
な
か
っ
た
と
お
話
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

今
考
え
て
み
れ
ば
大
き
な
心
で
奥
様

が
見
守
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

多
大
な
ご
尽
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
、
心

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り

ま
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
腎
協
活
動
は
過
去
、
現
在
、
未
来

と
、
こ
の
よ
う
な
人
の
繋
が
り
が
あ
っ

て
こ
そ
と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

吉
澤
さ
ん
、
長
い
間
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
休
み
く

だ
さ
い
。
吉
澤
さ
ん

の
ご
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
今
後
と
も
患
者

会
活
動
に
全
身
全
霊

で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
本
当
に
長

き
に
わ
た
り
ご
指
導

い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

編
集
後
記

吉澤　正雄（よしざわ　まさお）　２0１5
年 ３ 月 ２ 日逝去。享年６３歳。新小岩ク
リニック友の会・船堀、２005年から東
腎協常任幹事、２00６～２0１5年東腎協理事。

事務局長

岸里　悟

吉
澤
正
雄
さ
ん

を
偲
ん
で

追　
　
　

悼
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